
図面名称

工事名称

町営多奈川平野北住宅長寿命化改修工事（２期工事）
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表紙・図面リスト
A 00

町営多奈川平野北住宅長寿命化改修工事（２期工事）

図面番号 図　面　名　称 図面番号 図　面　名　称 図面番号 図　面　名　称

Ａ-０１

Ａ-０２

Ａ-０３

Ａ-０４

Ａ-０５

Ａ-０６

Ａ-０７

Ａ-０８

Ａ-０９

Ａ-１０

Ａ-１１

Ａ-１２

Ａ-１３

Ａ-１４

Ａ-１５

Ａ-１６

Ａ-１７

Ａ-１８

Ａ-１９

Ａ-２０

建築改修工事特記仕様書（１）

建築改修工事特記仕様書（２）

建築改修工事特記仕様書（３）

建築改修工事特記仕様書（４）

外壁改修フロー及び数量・要領図

付近見取図、全体配置図

【共通】外部仕上表

Ａ-２１

Ａ-２２

Ａ-２３

Ａ-２４

Ａ-２５

Ａ-２６

Ａ-２７

Ａ-２８

Ａ-２９

Ａ-３０

Ａ-３１

Ａ-３２

Ａ-３３

Ａ-３４

Ａ-３５

Ａ-３６

Ａ-３７

Ａ-３８

Ａ-３９

Ａ-４０

Ａ-４１

Ａ-４２

Ａ-４３

Ａ-４４

Ａ-４５

Ａ-４６

Ａ-４７

Ａ-４８

Ａ-４９

Ａ-５０

Ａ-５１

Ａ-５２

Ａ-５３

Ａ-５４

Ａ-５５

Ａ-５６

Ａ-５７

Ａ-５８

Ａ-５９

Ａ-６０

図面番号 図　面　名　称

Ａ-６１

Ａ-６２

Ａ-６３

Ａ-６４

Ａ-６５

Ａ-６６

Ａ-６７

Ａ-６８

Ａ-６９

Ａ-７０

Ａ-７１

Ａ-７２

Ａ-７３

Ａ-７４

Ａ-７５

Ａ-７６

Ａ-７７

Ａ-７８

Ａ-７９

Ａ-８０

Ｃタイプ　立面図【17棟】

Ｄタイプ ２階平面図、屋根伏図【18，20棟】

Ｄタイプ 天井伏図【18，20棟】

Ａ-８１

Ｂタイプ　平面図、屋根伏図【16棟】

Ｂタイプ　天井伏図【16棟】

Ｂタイプ　立面図【16棟】

Ｃタイプ　平面図【17棟】

Ｃタイプ　屋根伏図【17棟】

Ｃタイプ　天井伏図【17棟】

Ｅタイプ　平面図【19棟】

Ｅタイプ　屋根伏図【19棟】

Ｅタイプ　天井伏図【19棟】

Ｉタイプ　平面図【21，22，23，24棟】

Ｉタイプ　屋根伏図【21，22，23，24棟】

Ｉタイプ　天井伏図【21，22，23，24棟】

Ｇタイプ　１階平面図【25，26，27，28棟】

Ｇタイプ　２階平面図、屋根伏図【25.26.27.28棟】

Ｇタイプ　天井伏図【25，26，27，28棟】

Ⅾタイプ　立面図【18，20棟】

Ｅタイプ　立面図【19棟】

Ｉタイプ　立面図【21，22，23，24棟】

Ｇタイプ　立面図【25，26，27，28棟】

Ｈタイプ　１階平面図【29，30棟】

Ｈタイプ　２階平面図、屋根伏図【29，30棟】

Ｈタイプ　天井伏図【29，30棟】

Ｈタイプ　立面図【29，30棟】

１６棟　外壁劣化図（１）【Ｂタイプ】

１６棟　外壁劣化図（２）【Ｂタイプ】

１７棟　外壁劣化図（１）

１７棟　外壁劣化図（２）

【Ｃタイプ】

【Ｃタイプ】

１８棟　外壁劣化図（１）

１８棟　外壁劣化図（２）

【Ｄタイプ】

【Ｄタイプ】

１９棟　外壁劣化図（１）

１９棟　外壁劣化図（２）

【Ｅタイプ】

【Ｅタイプ】

２０棟　外壁劣化図（１）

２０棟　外壁劣化図（２）

【Ｄタイプ】

【Ｄタイプ】

２１棟　外壁劣化図（１）

２１棟　外壁劣化図（２）

【Ｉタイプ】

【Ｉタイプ】

２２棟　外壁劣化図（１）

２２棟　外壁劣化図（２）

【Ｉタイプ】

【Ｉタイプ】

２３棟　外壁劣化図（１）

２３棟　外壁劣化図（２）

【Ｉタイプ】

【Ｉタイプ】

２４棟　外壁劣化図（１）

２４棟　外壁劣化図（２）

【Ｉタイプ】

【Ｉタイプ】

２５棟　外壁劣化図（１）

２５棟　外壁劣化図（２）

【Ｇタイプ】

【Ｇタイプ】

２６棟　外壁劣化図（１）

２６棟　外壁劣化図（２）

【Ｇタイプ】

【Ｇタイプ】

２７棟　外壁劣化図（１）

２７棟　外壁劣化図（２）

【Ｇタイプ】

【Ｇタイプ】

２８棟　外壁劣化図（１）

２８棟　外壁劣化図（２）

【Ｇタイプ】

【Ｇタイプ】

２９棟　外壁劣化図（１）

２９棟　外壁劣化図（２）

３０棟　外壁劣化図（１）

３０棟　外壁劣化図（２）

１６棟【Ｂタイプ】配置図兼仮設計画図〈参考〉

１７棟【Ｃタイプ】配置図兼仮設計画図〈参考〉

１８棟【Ｄタイプ】配置図兼仮設計画図〈参考〉

１９棟【Ｅタイプ】配置図兼仮設計画図〈参考〉

２０棟【Ｄタイプ】配置図兼仮設計画図〈参考〉

２１棟【Ｉタイプ】配置図兼仮設計画図〈参考〉

２２棟【Ｉタイプ】配置図兼仮設計画図〈参考〉

２３棟【Ｉタイプ】配置図兼仮設計画図〈参考〉

２４棟【Ｉタイプ】配置図兼仮設計画図〈参考〉

２５棟【Ｇタイプ】配置図兼仮設計画図〈参考〉

２６棟【Ｇタイプ】配置図兼仮設計画図〈参考〉

２７棟【Ｇタイプ】配置図兼仮設計画図〈参考〉

２８棟【Ｇタイプ】配置図兼仮設計画図〈参考〉

２９棟【Ｇタイプ】配置図兼仮設計画図〈参考〉

アスベスト除去　仮設計画＜参考＞

現場事務所　仮設計画＜参考＞

Ｄタイプ １階平面図【18，20棟】

全体配置図

【Ｈタイプ】

【Ｈタイプ】

【Ｈタイプ】

【Ｈタイプ】

３０棟【Ｇタイプ】配置図兼仮設計画図〈参考〉

Ａ-８２

Ａ-８４

Ａ-８５

Ａ-８３

【共通】建具表

【共通】部分詳細図（１）

【共通】部分詳細図（２）

浄化槽施設　 改修図　建具表　外部仕上表　

浄化槽施設　 劣化図

Ａ-８６

Ａ-８７

浄化槽施設敷地内　現況・撤去図、改修図Ａ-８８
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建築改修工事特記仕様書（１）
A 01

Ⅱ．建築改修工事仕様
１．

２．

（１）項目は番号に○印のついたものを適用する

（２）特記事項は○印のついたものを適用する・

○印のつかない場合は、※印のついたものを適用する

○印と　※　印のついた場合は共に適用する・

（３）項目に記載［　　］の内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　（　　）の内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（４）工事施工上必要な官公署その他への諸手続き及び届出は，全て受注者の負担において遅滞無く行うこと

（５）関係法令の改正等により（条例を含む）、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識した場合には、その対応等に

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築改修工事標準仕様書

・

特記仕様

図面，本特記仕様書及び改修標準仕様書に記載されていない事項は，国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築工事

（６）材料及び製造所等の記載は順不同である

ついて、監督職員と協議すること。

（建築工事編）（最新版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）による。

標準仕様書（建築工事編（最新版）」以下、「標準仕様書」という。）による。

２．工事場所： 大阪府泉南郡岬町多奈川谷川1634番地の29外

６．別途工事

Ⅰ．工　事　概　要

１．工事名称： 町営多奈川平野北住宅長寿命化改修工事（2期工事）

５．工事種目： 建築一式

４．構造規模：【住棟】ＲＣ造２階建　全体延床面積 2,141.7 ㎡
　　　　　　　  ・Ｂタイプ：1棟（16棟）　延床面積：139.90㎡/棟
　　　　　　　  ・Ｃタイプ：1棟（17棟）　延床面積：139.76㎡/棟
　　　　　　　  ・Ｄタイプ：2棟（18棟・20棟）　延床面積：139.74㎡/棟
　　　　　　　  ・Ｅタイプ：1棟（19棟）　延床面積：139.88㎡/棟
　　　　　　　  ・Ｇタイプ：4棟（25棟・26棟・27棟・28棟）　延床面積：144.30㎡/棟

　　　　　　　　３ 外部建具改修

　　　　　　　　１ 屋根改修
　　　　　　　　２ 外壁改修

３．対象建物： １６棟～３０棟（１５戸）の住棟・物置・浄化槽

　　　　　　　　４ 外部金物等塗替改修

　　　　　　　【物置】ＰＣ造平屋建　全延べ床面積　98.70㎡

　　　　　　　Ｂ.物置改修

　　　　　　　Ａ.住棟改修

　　　　　　　　１ 外壁改修

章

一
般
共
通
事
項

適用基準等

特　　　記　　　事　　　項

※建築工事標準詳細図　国土交通省官房官庁営繕部監修（最新版）

※建築工事公衆災害防止対策要綱　　※建設副産物適正処理実施要領

※建築工事安全施工技術指針　　　　※再生資源利用促進実施要領

※建築物解体工事共通仕様書　最新版　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

項　　　　目

１ １

２ 電気保安技術者

［１．３．３］

３ 工事実績情報の登録

［１．１．４］

※配置する

※公共建築工事標準仕様書（建築工事編）　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

は，工期の変更，技術者の変更があった場合とする。

「登録内容確認書」を監督職員に提出しなければならない。また，途中変更時の登録が必要な場合と

「工事実績データ」を作成し，監督職員の確認を受けた後に登録機関に登録申請し，登録機関発行の

ービス（ＣＯＲＩＮＳ）に基づき，受注，変更，竣工，訂正時に工事実績情報として

受注者は，受注時又は変更時において請負金額が５００万円以上の工事について，工事実績情報サ

４

［１．３．５］

施工条件 下記以外は現場説明書による。

・施工時間帯　　　　　（※指定あり　　　　　　　　　　　）

５ 工事安全計画書

に先立ち工事現場の安全対策に関する具体的な工事安全計画書を監督職員に提出する

建築工事安全施工技術指針及び建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）を参考に、工事の施工

・部位別の施工順序　　（※図示　・　　　　　　　　　    ）

・工事車両の駐車場所　（※図示　・　　　　　　　　　    ）

・資機材置場          （※図示　・　　　　　　　　　    ）

・建設発生土仮置場    （※図示　・　　　　　　　　　    ）

発注者と協議

発注者と協議

発注者と協議

発注者と協議

図面，本特記仕様書，標準仕様書及び改修標準仕様書に記載のない事項は次による。

発生材の処理等

［１．３．１２］

・引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　処理方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・再生資源化を図るもの

　　・コンクリート塊　　・アスファルトコンクリート塊　　・建設発生木材

・PCB含有シーリング材の処理

　　・第一次判定

　　　現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否を判定する。

　　　　採取箇所数　　計　　箇所

　　　　採取箇所　　※図示　・

　　・第二次判定

　　　専門分析機関にてPCB含有量の分析を行う。

　　　　分析個数　　計　　箇所

　　・除去処理工事

　　　　除去範囲　　※図示　・

・せっこうボードの処理

　・製造業者に回収委託

　・埋立処分（管理型最終処分場）

・石綿含有、ひ素・カドミウム含有以外のせっこうボード

・再生資源化（再資源化施設）　　・最終処分（管理型最終処分場）

・ひ素・カドミウム含有せっこうボード

・石綿含有せっこうボード　改修特記仕様書第８章環境配慮改修工による

６

７

８ 環境への配慮

［１．４．１］

建設発生土 ※　現場説明書の施工条件明示による

・構内指示場所に堆積

・構内指示場所に敷き均し

化学物質を放散させる建築材料等

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する品質及び性能を有すると共に、

次の（１）から（４）を満たすものとする

（１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクル

　ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗

　料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材

　料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する

（２）接着剤及び塗料にトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する

（３）接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含

有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する

（４）（１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、ホルムアル

　　　デヒド、アセアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用した

　ものとする

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」 とは次

の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

①建築基準法施行令第２０条の第７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアル

　デヒド発散建築材料以外の材料

③建築基準法施行令第２０条の第７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

②建築基準法施行令第２０条の第７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

④建築基準法施行令第２０条の第７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

９ 材料の品質等

［１．４．２～５］

材料・機材等の品質及び性能

（１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能

　　を有するものとする

　　はない

①品質及び性能に関する試験データを整備していること

②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること

③安定的な供給が可能であること

④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること

⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。

（４）本工事に使用する材料のうち、（５）に指定する材料の製造業者等は、次の①～⑥の事項を

（２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使

（３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と

　　する

　　用する場合は監督職員の承諾を受ける。

　　満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し）を監督職員に提出

　　して承諾を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りで
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アクリルリシン吹付、フレキシブル板 床型枠用鋼製デッキプレート オーバーヘッドドア

鉄骨柱下無収縮モルタル 防水剤

無収縮グラウト材 現場発泡断熱材

乾式保護材 フリーアクセスフロア

既成調合モルタル 可動間仕切

ルーフドレン 移動間仕切

吸水調整材 トイレブース

アルミニウム製建具 煙突用成形ライニング材

鋼製建具 天井点検口

鋼製軽量建具 床点検口

ステンレス製建具 グレーチング

錠前類 屋上緑化システム

クローザ類 トップライト

自動扉機構 エポキシ樹脂

自閉式上吊り引戸機構 ポリマーセメントモルタル

重量シャッター 既成調合目地材

軽量シャッター 鋳鉄製ふた

（５）製造業者等に関する資料の提出を定める材料

１４ 化学物質の濃度測定

［１．６．９］

測定対象室及び測定箇所数は図示による。

（１）ホルムアルデヒド・トルエン・キシレン・スチレン・エチルベンゼンの室内濃

監督職員から測定方法に関する注意事項等の指示を受けること

　　　度を測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、監督職員に報告する

　　　測定箇所は仕上表により、施工方法は施工条件明示による

⑤その他

測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取機器を分析機関に送付し、濃度を分析する

④分析

ハ　測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする

　　る

　　が測定時間帯の中央となるよう、１０時３０分～１８時３０分までの時間帯で測定す

　　が行えない場合は、８時間測定とする。なお、８時間測定の場合は、午後２時～３時

ロ　測定時間は、原則として２４時間とする。ただし工程等の都合により、２４時間測定

イ　②の状態のままで測定する

③測定

ただし、造り付け家具、押し入れ等の収納部分の扉は開放したままとする

①の後、測定対象室のすべての窓及び扉を５時間閉鎖する

②５時間閉鎖

開放し、３０分間換気する

測定対象室のすべての窓及び扉（造り付け家具、押し入れ等の収納部分の扉を含む）を

①３０分間換気

　　　パッシブ型採取機器を用いて測定を行う場合には、次の要領で測定及び分析を行う

　　　無い若しくは極めて少ないものを選択するように努め，（１）の規定を満たすこと

（５）屋内に面して用いる材料は，上記（２）～（４）に適合した上で，揮発性有機化合物の発散が

　　　発散しないか，発散が極めて少ないＦ☆☆☆☆等級のものとする

（４）塗料，壁紙，仕上塗材，合板，接着剤等で屋内に面するものについては，ホルムアルデヒドを

　　　☆☆☆☆等級のものとする

（３）保温材，断熱材，緩衝材については，ホルムアルデヒドを発散しないか発散が極めて少ないＦ

　　　薬剤とし，加圧式防腐・防蟻処理等は工場で行い十分乾燥させた後現場に搬入する

（２）木材の防腐・防蟻処理剤は，クロルピリホス，ダイアノジン及びフェノブカルブを含有しない

１１ 施工数量調査

［１．５．２］

［１．５．３］

１２

調査範囲　※外壁（庇、バルコニー共）　・屋根　　・図示　

調査方法　※テストハンマーによる打診及び目視　　・図示　

外壁調査は、外壁改修フローに対応する外壁面のひび割れ、浮き、欠損部、内部まで貫通したひび割

れ及び雨漏りの有無についての位置及び数量（幅、長さ、面積）の調査を行う

補修方法　※図示

補修範囲　※図示　　　・調査箇所

写真等を添付する）

また、その報告書は、結果を立面図等に記載し集計表を添えて監督職員に２部提出する（必要に応じ

屋根調査は、防水面のひび割れ、浮き、欠損部、目地欠損部及び雨漏りの有無についての位置

及び数量（幅、長さ、面積）の調査を行う。

調査のための

破壊部分の補修

１３ 技能士

［１．６．２］

工事種目

外壁改修工事

仮設工事

技能検定職種

左官

とび

樹脂接着剤注入施工

技能検定作業

とび作業

樹脂接着剤注入工事作業

左官作業

１０ 特別な材料の工法 標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品等の指定工法による

塗装改修工事 塗装 建築塗装作業
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１１

　　　　　　　  ・Ｈタイプ：2棟（29棟・30棟）　延床面積：144.26㎡/棟
　　　　　　　  ・Ｉタイプ：4棟（21棟・22棟・23棟・24棟）　延床面積：144.24㎡/棟

　　　　　　　【浄化槽施設】ＰＣ造平屋建　２棟全延べ床面積　34.82㎡（①31.52㎡+②3.30㎡）

　　　　　　　Ｃ.浄化槽施設改修
　　　　　　　　１ 上屋２棟外壁改修

　　　　　　　　５ 玄関灯改修

　　　　　　　　２ 上屋２棟鋼製戸改修 
　　　　　　　　３ 浄化槽蓋改修
　　　　　　　　４ フェンス・扉改修
　　　　　　　　５ 敷地内整地等改修

　　　　　　　　２ 鋼製戸塗替改修



図面名称

工事名称

町営多奈川平野北住宅長寿命化改修工事（２期工事）
発行

作成

A1: -

設計NO

縮尺

図面番号

A3: -

作

承

図

認

A 02

監督職員の指示により提出するものとする

隣接建物等に損傷のおそれがある場合は，施工前・施工後の写真（カラー・キャビネ版）を

制定の「営繕工事写真撮影要領」によるものとする

工事写真のネガ・データは，受注者において工事完成後２年間保管すること

（５）保管

（４）その他の写真

【提出部数】:１部

びその他監督職員が指示する箇所は，Ａ４版写真台帳にまとめて完成検査日までに提出するものと

する

【撮影箇所】建物外観各方向，主要箇所，主要室内その他監督職員が指示する箇所

【規格・提出部数】※Ａ４版クリアファイル　　部　　・Ａ４版写真台帳　　部

（３）完成写真

水中又は地下に埋設される部分，その他完成後外部から検査・確認する事が出来なくなる部分，及

（２）工事中写真

書に添付するものとする

工事の進捗に伴い工事全体状況及び主要工程の写真（カラー・サービス版）を期間別工事工程報告

（１）工程写真

監督職員の指示による

竣工図は原則としてCADにて修正を行い，施工図・保全に関する資料で必要なものの提出は

工事完了時の建物仕様に関する資料（保全マネジメントシステム）

　工事完了時の建物使用に関する資料は，監督職員が指定する様式で作成する。

・型式台帳
・建物基本情報

原図　　・普通紙　　※ 不要

竣工図　二つ折製本（・ A１版　　部　・A２版　　部　・ A３版　　部）

竣工図の作成方法　CAD（ＣＡＤデータの提出（※要　・不要））

竣工図の種類（※全て　・　　　）

※提出を要する　　完成図書：２部

なお，１８　電子納品で対象工事である場合は，加えて電子成果品を　２部提出すること

１

完成時の提出図書

１５ 中間技術検査

［１．７．２］

１７

※行う（回数及び時期については監督職員の指示による）　・行わない

１８ 電子納品

１９

２０ 設備工事との取合い

２１ 撤去部分

２２ 適用区分

２３ 騒音・振動の防止

２４ 施工中の安全確保

２５ 実施工程表

［１．２．１］

また，成果品提出の際には，ウイルス対策を実施したうえで提出すること

設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる

基準風速　　　　　Ｖｏ＝　　　　　ｍ／ｓ

地表面粗度区分　　・Ⅰ　　・Ⅱ　　・Ⅲ　　・Ⅳ

「低騒音型・低振動型建設機械指定要領」に基づき指定された建設機械を使用する

・同一場所で別契約の関連工事が行われる場合は，労働安全衛生法第３０条第２項に基づき，当該工

　事について，同条第１項に規定する措置を講ずべき者として本工事現場代理人を指名する

・労働安全衛生法第１５条に基づく統括安全衛生責任者を選任したときは，本契約後直ちに「統括安

　全衛生責任者選任届出書」（任意様式）を提出すること

積雪区分　　　　　平成12年5月31日建設省告示第１４５５号　別表（　　　　　　）

※電子納品対象工事とする

成果品については，「要領」に基づいて作成した電子成果品を電子媒体で提出する。「要領」で特

に記載がない項目については，原則として電子データを提出する義務はないが，「要領」の解釈に

疑義がある場合は監督職員と協議の上，電子化の是非を決定する

コンクリート、モルタル等の撤去部分の境目は、原則としてダイヤモンドカッター切りとする

工事期間は建築設備を含んだ期間とし，工事全体を把握して作成し，監督職員の承諾を受ける

に基づいて作成されたものを指す

電子納品とは，「調査，設計，工事などの各業務段階の最終結果を電子データで納品すること」

をいう。ここでいう電子データとは，「営繕工事電子納品要領（以下，要領という）」

２６ 工程報告

２７ 保証書

工事写真等１６ 下記のものを監督職員に提出する。工事中写真及び完成写真の撮影は国土交通省大臣官房官庁営繕部

期間別工事工程報告書を毎月２回１部提出すること

次の工事について保証書を提出すること

工事区分 材　料　名 保証年数 備　　考

・屋根改修工事 ・屋根材 －　　　　年

３４

１ ２
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施工図及び施工計画書 提出した施工図及び施工計画書の著作に係る当該建物に限る使用権は、発注者に委譲するものとする

採用メーカーによる

・外壁改修工事 ・下地補修 －　　　　年 採用メーカーによる

防音パネル、 防音シートを取り付ける足場の設置範囲

騒音・粉じん等の対策　　・ 防音パネル　　・ 防音シート

　※ 工事に必要な範囲　　・

騒音・粉じん等の

対策

1

［２.１.３］

足場等2

［２.２.１］

［表２.２.１］

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

別紙１手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置き方式又

は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

外部足場　・ 設置する（範囲　※ 工事に必要な範囲　・　　　　　　　　)　　・ 設置しない　

内部足場　・ 設置する（ ※ 脚立、足場板等　・　　　）　・ 設置しない

材料、撤去材等の運搬方法　　・ Ａ種　　※ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・ Ｄ種　　・ Ｅ種

　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ種：利用可能なエレベーター（　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ種：利用可能なの階段（　　　　　　　　　　）

防護シート　・ 設置する（範囲　※ 工事に必要な範囲　・　　　　　　　　)　・ 設置しない　

10 ※配置する　　・配置しない

※大型車両進入時　（　　）人／日　　・常時配置　（　　）人／日

・（仮設材・（足場等）搬入・搬出及び設置・撤去時・アスベスト含有塗材除去）作業期間　

交通誘導員

3 既存部分の養生

［２.３.１］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

　・ 固定された家具等（備品、机、ロッカー等）の移動　　※ 行う（図示）　・

　　　　　　　　　　　　　　　　保管場所　※ 構内既存施設内　　・　　　　　　　

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与えた場

合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

　・ 既存ブラインド、カーテン等の養生方法　※ ビニルシート等（取外し再取付を行う）

　・ 既存家具、既存設備等の養生方法　※ビニルシート等　・　　　　　　　　

　・ 既存部分の養生方法　※ ビニルシート、合板等による　・　　　　　　

養生方法等

4 仮設間仕切り

［２.３.２］

仮設扉の種別　※木製（合板張り程度）　・　　　　　　　　　　

　　　　　・行わない

　　　　　※行う（ＪＩＳ　Ａ　６３０１グラスウール吸音材３２Ｋ厚５０ｍｍ）

　　　Ａ種のグラスウールの充填　

　　　Ａ、Ｂ種の片面への塗装等　※ 行わない　　・ 行う　

　　　　　※ せっこうボード（GB-R 厚さ9.5ｍｍ）　　・ 合板（普通合板 厚さ9ｍｍ）

　　　Ａ、Ｂ種の仕上げ材

　・ Ａ種　　※ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・ 図示　　　

仮設間仕切りの種別と材質等

仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　※ 図示　　・

5

6

7

8

9

工事用水

監督職員事務所等

工事用電力

仮囲い等の安全施設

工事現場の表示

※ 設ける　　　ｍ2程度　　・ 設けない

　現場に設置する備品等は、現場説明書の施工条件明示による

構内既存の施設　※ 利用できる（ ※ 有償　・ 無償）　・ 利用できない

構内既存の施設　※ 利用できる（ ※ 有償　・ 無償）　・ 利用できない

別紙設計図による

現場の見えやすい位置に，監督職員が指示する次の表示板を設置する

※工事名等の表示板（900mm×600mm）　　・工事概要等の説明看板（900mm×600mm）

［２.４.１］

※Ｙ－２

※Ｘ－２

・Ｘ－１

・Ｘ－２

※Ｘ－１

・Ｐ１Ｙ

・Ｌ４Ｘ

・Ｐ０Ｘ 脱気装置

　・設ける　・設けない

備考

射率防水

高日射反施工箇所種別工法

改修用ドレン

　・設ける　・設けない

脱気装置

　・設ける　・設けない

保護層

　・設ける　・設けない

種類 使用量

※製造所の

※製造所の

・

・

・　指定による

　指定による

・

※２成分形アク

・ふっ素樹脂系

　リルウレタン

・

・アクリルシリ

　コン樹脂系

　樹脂系

の適用

仕上塗料

　　　　　　　　　・ 行わない 

1

2

降雨等に対する

養生方法

既存防水の処理

※ 改修標準仕様書3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)による。

・ 

既存保護層の撤去　・ 行う（範囲　※ 図示　・　　　　　　　　　） 

　　　　　　　　　・ 行わない

既存防水層の撤去　・ 行う（範囲　※ 図示　・　　　　　　　　　） 

　　　　　　　　　・ 行う（ ・ M4AS　　・ M4ASI　　・ M4C　　・ M4DI　　・ L4X）

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去

　　　　　　　　　・行わない 

［３.１.３］

［３.２.３、４、６］

既存下地の処置3

［３.２.６］

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　※ 図示　　・

P0S工法及びP0SI工法（機械的固定工法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立上り部等

の処置 　※ 改修標準仕様書3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による　・ 

設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付け部、塔屋出入口

部等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処理

防水層の種類

  ※ 図示。だたし、図示が無いものは監督職員と協議する　　・

・メッシュシート

11 出入口養生 ※行う（べニア等）　　・行わない

7 塗膜防水

［３.６.２、３]

窓上等庇
窓等面台

２

仮
設
工
事

３

防
水
改
修
工
事

※Ｙ－２・Ｐ２Ｙ 保護層

　・設ける　・設けない

　・設ける　・設けない

保護層

　塗膜防水密着工法

・有り屋根防水

　指定による

・製造所の

　指定による

・製造所の・高強度ウレタン

Ｘ－１（絶縁工法）の脱気装置の種類　　※ 主材料の製造所の仕様　　・　　　　

Ｘ－１（絶縁工法）の脱気装置の設置数量  　※ 主材料の製造所の仕様　　・　　　個

Ｙ－１、Ｙ－２の工程数及び各工程の使用量 

　※ 改修標準仕様書表3.6.2による　　 ・主材料の製造所の仕様　　・

アルミニウム製笠木 種類　・ オープン形式（ ・ 押出250形　・ 押出300形　・ 押出350形　）

［３.９.２、３］ 　　　・ 板材折曲げ形（ ・ オープン形式　・ シール形式）

　　　　　　本体幅（　　　）ｍｍ　板厚（ ※ 2.0ｍｍ　　・　　　ｍｍ）

表面処理　種別（　　　　）種　

　　　　　　色合等　　・ 標準色（　　　　　　　）　・ 特注色（　　　　　　）

既存笠木等の撤去　・ 行う（範囲　※ 図示　・　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　・ 行わない

下地補修の工法　※ 図示　・　

板材折曲げ形の笠木の取付方法　※ 図示　・ 

笠木の固定金具の工法等

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（ ・ 1　・ 1.15　・ 1.3）倍の風圧力に対応した工法
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　　　 張掛け幅は100ｍｍ以上とする。

　　※ 本体等の鋳鉄品の種類は、JIS G 5501（ねずみ鋳鉄品）によるFC150又はFC200とし、

ルーフドレンの材質：

9

とい

ルーフドレン

といの材種　・ 配管用鋼管　　・ 硬質ポリ塩化ビニル管　　・ルーフドレン　

［３.８.２､３］

・ ろく屋根用（ ・ 縦型　　・ 横型）

・ バルコニー用

・ バルコニー中継用

種別 施工箇所

とい受け金物及び足金物の材種、形状及び取付け間隔

　　　　　　※ 改修標準仕様書表3.8.2により、溶融亜鉛めっきを行ったもの

多雪地域　　・ 適用する　　・ 適用しない

防露材のホルムアルデヒド放散量

　　　　　　※ 規制対象外　・

既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法　※ 図示　

鋼管製といの防露巻き　※ 改修標準仕様書表3.8.4による　・

たてどい受金物の取付け　※ 図示　　・

8 シーリング シーリング改修工法の種類

［３.７.２，３，

　　　～　３.７.７］

　・ シーリング充填工法

　・ シーリング再充填工法

　・ 拡幅シーリング再充填工法

　・ ブリッジ工法

　　　ボンドブレーカー張り　　・ 適用する　・ 適用しない

　　　エッジング材張り　　　　・ 適用する　・ 適用しない

シーリング材の種類、施工箇所

　下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による

シーリング材表面に仕上塗材、塗装等　※行う　　・行わない

シーリング材の目地寸法　※ 改修標準仕様書3.7.3(1)～(2)による　　・

接着性試験　　※ 簡易接着性試験　　・ 引張接着性試験 

シーリング材の種類（記号）施工箇所

外部建具廻り

３

防
水
改
修
工
事

MS-2

屋根水切と壁取り合い MS-2

建築改修工事特記仕様書（２）

   ※入札説明書による

打継部分 PU-2

入居者の騒音対策のため、関電柱より引いた仮設分電盤を設置するなど、発電機の使用は控える

尚、アスベスト除去に使用する発電機は除外



図面名称

工事名称

町営多奈川平野北住宅長寿命化改修工事（２期工事）
発行

作成

A1: -

設計NO

縮尺

図面番号

A3: -

作

承

図

認

A 03
建築改修工事特記仕様書（３）

1 ポリマーセメント

モルタル

［４.２.２］

項目 品質・性能

だれ

曲げ強さ（Ｎ/ｍｍ2）

圧縮強さ（Ｎ/ｍｍ2）

5以内

ひび割れの発生が無いこと。

6.0以上

20.0以上

下がり量（ｍｍ）

表面の状態

1.0以上標準条件接着強さ（Ｎ/ｍｍ2）

特殊条件 湿潤時

低温時

裏面のぬれ、水滴の付着が無いこと。透水性

1）均質で有害と認められる異物の混入がないこと。その他

2）高分子エマルションは、常温常湿において製造

　 後６か月保存しても、変質しないこと。

0.8以上

0.5以上

（品質・性能）

2 ポリマーセメント

スラリー

［４.２.２］

（品質・性能）

吸水調整材3 改修標準仕様書表4.2.2による

［４.２.２］

4 既調合モルタル

［４．２．２］ を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、混和剤等

・

品質・性能項目

4.0Ｎ/ｍｍ2以上

温冷繰り返し後

標準時

0.40Ｎ/ｍｍ2以上

0.60Ｎ/ｍｍ2以上接着強さ

1.80ｋｇ/Ｌ以上 単位容積質量

品質・性能項目

0.20％以下70.0％以上

曲げ強さ

長さ変化率 保水率 

（品質・性能）

（試験方法）

　（１）試料の調製

　　　製造業者の定める、正味質量と標準練り上がり量より換算して、所定量の試料を練り上げる

　　　のに要する材料と練り混ぜ水を計算して用意する。

　　　練り混ぜは、JIS R5201「セメントの物理試験方法」の10.2に規定する練り混ぜ機を使用し、

　　　練りばちに用意した水を入れ、攪拌しながら30秒間に材料を投入し、3分間練り混ぜて試料

　　　とする。

（２）保水率の試験方法

　　　JIS Ｒ3202「フロート板ガラス及び磨き板ガラス」に規定する磨き板ガラス（縦150ｍｍ、

　　　横150ｍｍ、厚さ5ｍｍ）の上にJIS Ｐ3801「ろ紙（化学分析用）」に規定する5 Aろ紙（直

　　　径11ｃｍ）をのせ、その中央部に真ちゅう製リング型わく（内径50ｍｍ、高さ10ｍｍ、厚さ

　　　３ｍｍ）を設置し、（１）で調製した試料を平滑に詰込む。

　　　その後、直ちにリング型わく上部にガラス板を当てて上下を逆さまにし、ろ紙部分が上部に

　　　なるようにして静置する。 60分後にろ紙へにじみ出した水分の広がりが最大と認められた

　　　方向とこれに直角な方向の長さをノギスを用いて、１ｍｍの単位まで測定する。

　　　試験は３回実施し、その平均値を用いて次式により保水率を求める。

　　　　　保水率＝50／平均値×100　　（注）　50：リング型わくの内径　　ｍｍ

　（３）単位容積質量の試験方法

　　　JIS Ａ 1171「ポリマーセメントモルタルの試験方法」に準ずる。

　（４）接着強さ（標準時）の試験方法

　　イ）適用タイルが「モザイクタイル」の場合

　　　（試験体の作製）JIS Ａ5371「プレキャスト無筋コンクリート製品」に規定する普通平板

　　　N－300を下地板とし、表面をサンドペーパーを用いて軽く研磨した後、水湿しを行い直ちに

　　　（１）で調製した試料を厚さ5ｍｍになるように塗付ける。直ちにJIS A 5209「セラミック

　　　タイル」に規定するタイルで押出し又はプレス成形による施ゆうの「50角ユニットタイル

　　　（外のり寸法約300ｍｍ×300ｍｍ）」を圧着する。その後、28日間、温度20±2℃、湿度

　　　80％以上の状態で湿空養生を行い、これを試験体とする。

　　　（試験方法）JIS Ａ6909「建築用仕上塗材」の7.10付着強さ試験に準じて行う。試験体を

　　　ダイヤモンドカッターを用いて、タイル周辺に沿って下地板に達するまで切り込みを入れ、

　　　シ樹脂接着剤で鋼製アタッチメントを接着し、引張試験機を用いて接着強さエポキ試験を

　　　行う。なお、接着強さの測定箇所は、試験体の中からまんべんなく5箇所を選び抜き取る。

　　　（全てが0.6Ｎ/ｍｍ2以上を確保していること）

　　　また、試験後の部材破断位置の表示を下記の中から選び明記する。

　　　      Ｔ　：タイルの母材破断

　　　      ＴＭ：既調合モルタルとタイルの界面破断

　　　      Ｍ　：既調合モルタルの母材破断

　　　      ＭＧ：既調合モルタルと下地板の界面破断

　　　      Ｇ　：下地板の母材破断

　　ロ）適用タイルが「小口タイル・二丁掛けタイル」の場合

　　　（試験体の作製）JIS Ａ5371「プレキャスト無筋コンクリート製品」に規定する普通平板

　　　N－300を下地板とし、表面をサンドペーパーを用いて軽く研磨した後、水湿しを行い直ち

　　　に（１）で 調製した試料を厚さ7ｍｍになるよう塗付ける。直ちに  JIS A 5209「セラミ

　　　ックタイル」 に規定するタイルで押出し又はプレス成形による施ゆうの「小口タイル

　　　108ｍｍ×60ｍｍ×12ｍｍ」を4枚2列、計8枚を圧着する。その後、28日間、温度20±2℃、

　　　湿度80％以上の状態で湿空養生を行い、これを試験体とする。

　　　（試験方法）「モザイクタイル」の場合と同様に行う。

広がり速度 長さ変化率

（収縮）

引張接着性

（材齢28日）

曲げ性能

（材齢28日）

吸水性

（72時間）

耐久性

（劣化曲げ強さ）

（％） （Ｎ/ｍｍ2） （Ｎ/ｍｍ2） （％） （Ｎ/ｍｍ2）

（ｃｍ/ｓ）

3以上 3以下 0.5以上 5.0以上 15以下 5.0以上

粘調係数　0.50～1.00 

保水係数　0.35～0.55

４-１

外
壁
改
修
工
事
（
共
通
事
項
）

※ 樹脂注入工法

工法の種類

※ 自動式低圧エポキシ樹脂

　　注入工法

　　　試験室の状態：試験室は温度20±2℃、湿度65±10％とする。

　　　JIS Ａ6916「建築用下地調整塗材」の7.11 曲げ強さ試験に準ずる。

（７）曲げ強さの試験方法

　　　変化率に準ずる。

　　　JIS Ａ6203「セメント混和用ポリマーディスパージョン及び再乳化形粉末樹脂」9.9 長さ

（６）長さ変化率の試験方法

（５）接着強さ（温冷繰返し後）の試験方法

　　　（試験体の作製）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」とも、各々（４）

　　　接着強さ（標準時）の試験方法の「試験体」と同様とする。

　　　（温冷繰返し試験）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」とも、各々JIS

　　　A6909「建築用仕上塗材」に規定する7.11温冷繰返し試験に準じて行う。

　　　試験の手順は、試験体を20±2℃の水中に18時間浸せきした後、直ちに－20±2℃の恒温器

　　　中で3時間冷却し、次いで50±3℃の別の恒温器中で3時間加温し、この24時間を１サイク

　　　ルとする操作を10回繰返した後、試験室に2時間静置し、ひび割れ及び膨れの有無を目視

　　　によって調べる。

　　　（温冷繰返し後の接着強さ試験方法）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイ

　　　ル」とも、各々温冷繰返し試験完了後の試験体を標準状態で2日間静置養生した後、標準

　　　時の接着強さ試験方法と同様に行う。（全てが0.4Ｎ/ｍｍ2以上を確保していること）

[４.２.２][４.３.５]

1 ひび割れ部改修工法

［４.１.４］

※ 充填工法

　　・ エポキシ樹脂モルタル　　・ ポリマーセメントモルタル

　　※ パテ状エポキシ樹脂　　・ 可とう性エポキシ樹脂

・ シール工法

　　　　シーリング材の上にポリマーセメントモルタルの充填　※ 行う　　・ 行わない

　　※ 可とう性エポキシ樹脂

　　　　充填材料　※１成分形又は２成分形ポリウレタン系　・　　　　　　　

　　・シーリング材

・ Ｕカットシール材充填工法

　　コア抜取りの場合の抜取り部の補修方法　※ポリマーセメントモルタル充填　　・ 図示

　　コア抜取りの場合の個数　※ 長さ500ｍごと及びその端数につき1個　・

注入状況の確認方法　※ 注入量により確認　　・ コアの抜取りを行う　　・

エポキシ樹脂　　※ 低粘度形　　・ 中粘度形

2 欠損部改修工法

［４.１.４］

[４.２.２][４.３.７]

1 ひび割れ部改修工法

［４.１.４］

[４.２.２]

[４.４.５～７]

・ 手動式エポキシ樹脂注入工法

・ 機械式エポキシ樹脂注入工法

※ モルタルを撤去しないで改修

　※ 樹脂注入工法

ひび割れ幅（ｍｍ） 注入口間隔（ｍｍ）

 50～100

100～200

150～250

※40　　・　

※70　　・

※130　　・

注入量（ｍＬ／ｍ）

※40　　・　0.2以上0.3未満

0.2以上0.3未満

0.3以上0.5未満

0.5以上1.0未満

※40　　・　0.3以上0.5未満 200～300

※70　　・　0.5以上1.0未満

　　モルタル撤去後のモルタル欠損部の補修は、 2 欠損部改修工法による

　　外壁）による

　　モルタル撤去後のコンクリート部分の改修は、4-2 外壁改修工事（コンクリート打放し仕上げ

・ モルタルを撤去して改修

　　 ※　パテ状エポキシ樹脂　　・　可とう性エポキシ樹脂

　・ シール工法

　　　※可とう性エポキシ樹脂

　　　　　シーリング材の上にポリマーセメントモルタルの充填　※ 行う　　・ 行わない

　　　　　充填材料の種類　※ １成分形又は２成分形ポリウレタン系　・　　　　　　　

　　　・シーリング材

　・ Ｕカットシール材充填工法

　　コア抜取りの場合の抜取り部の補修方法　※ポリマーセメントモルタル充填　　・ 図示

　　コア抜取りの場合の個数　※　長さ500ｍごと及びその端数につき1個　・

注入状況の確認方法　※ 注入量により確認　　・ コアの抜取りを行う　　・

エポキシ樹脂　　※ 低粘度形　　・ 中粘度形

2 欠損部改修工法

[４.２.２]

[４.４.８、９]

［４.１.４］

※ 充填工法（欠損部の面積が0.25ｍ2／箇所程度以下の場合）

　　　充填材の種類　※ ポリマーセメントモルタル　・ エポキシ樹脂モルタル

・ モルタル塗替え工法

　　　モルタルの材料　　※ 現場調合材料　　・ 既調合材料

　　　既製目地材　・ 使用する（形状　　　　　　）

仕上げ厚又は全塗厚が25ｍｍを超える場合の措置　※ 図示　・

工法の種類

※ 自動式低圧エポキシ樹脂

・ 手動式エポキシ樹脂注入工法

・ 機械式エポキシ樹脂注入工法

　　注入工法

ひび割れ幅（ｍｍ） 注入口間隔（ｍｍ）

 50～100

100～200

150～250

※40　　・　

※70　　・

※130　　・

注入量（ｍＬ／ｍ）

※40　　・　0.2以上0.3未満

0.2以上0.3未満

0.3以上0.5未満

0.5以上1.0未満

※40　　・　0.3以上0.5未満 200～300

※70　　・　0.5以上1.0未満

４-２

外
壁
改
修
工
事
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し
仕
上
げ
外
壁
）

４-３

外
壁
改
修
工
事
（
モ
ル
タ
ル
塗
仕
上
げ
外
壁
）

3 仕上塗材仕上げ

［４.１.４］

［４.２.２］

［４.６.５］

［表４.２.４］

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 

  ※ 規制対象外　　・ 

仕上塗材の種類 

2 下地調整材

［４．６．３］

※ 下地調整塗材　　・ ポリマーセメントモルタル

3 浮き部改修工法 ※ モルタルを撤去しないで改修

　　・ アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

　　・ アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

　　・ アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

　　・ 注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

　　・ 注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

　　・ 注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

　アンカーピンの材質　※ ステンレス鋼（SUS304）呼び径4ｍｍの丸棒で全ネジ切り加工をしたもの

　　仕上げ厚又は全塗厚が25ｍｍを超える場合の措置　　※ 図示　　・ 

　　　・ モルタル塗替え工法　　既製目地材　　・ 使用する（形状　　　　　　　）

　　　・ 充填工法  　・ エポキシ樹脂モルタル　・ ポリマーセメントモルタル

　　モルタルの材料　　※ 現場調合材料　　・ 既調合材料

平成７年度建設省告示第１８６０号による「外壁複合改修構工法の開発」において、建設大臣の

技術評価を取得した工法とする

外壁複合改修構工法4

［４.１.４］

[４.２.２]

[４.４.１０～１５]

5 目地改修工法

［４．１．４］

［４．５．１６］

・ 目地ひび割れ部改修工法

・ 伸縮調整目地改修工法　　伸縮調整目地の位置及び寸法　※ 図示　・

6 外壁複合改修構工法 平成７年度建設省告示第１８６０号による「外壁複合改修構工法の開発」において、建設大臣の

技術評価を取得した工法とする

既存塗膜等の除去、

下地処理及び下地

調整

1

［４．６．２］

処理範囲工法 下地面の補修

※既存仕上げ面全体　・ 図示・ サンダー工法 ４-２　外壁改修工事

※既存仕上げ面全体　・ 図示・ 高圧水洗工法

※既存仕上げ面全体　・ 図示・ 塗膜はく離剤工法

※既存仕上げ面全体　・ 図示・ 水洗い工法

　　吐出圧力　・ 30ＭＰａ～50ＭＰａ　

　　　　　　　・100ＭＰａ以上　

　　　　　　　・ 50ＭＰａ～100ＭＰａ ４-３　外壁改修工事

（モルタル塗仕上げ

・石綿含有仕上げ塗材の除去は、９章環境配慮改修工事による

外壁）による

し仕上げ外壁）、

（コンクリート打放

　注入口付アンカーピンの材質　※ ステンレス鋼（SUS304）呼び径外径6ｍｍ

・ モルタルを撤去して改修

　　　　　　　・　　　　　　（所要量　※ 改修標準仕様書表4.2.6による　・　　　ｋｇ／ｍ2）

4 種別　・ Ａ種　・ Ｂ種マスチック塗材塗り

［４.１.５］

［４.７.２］

[表４.７.１］

外壁用塗膜防水材 

塗り 

［４.１.５］

［４.２.２］

[４.８.２］

[表４.２.６］

5 仕上げの形状　・

工法　　・

外壁用仕上塗材の耐候性　※JIS A 6909の耐候形1種の品質基準に適合するもの　・

下地挙動緩衝材　・ 適用する　　・ 適用しない

模様材の種類　・　　　　　　（所要量　※ 改修標準仕様書表4.2.6による　・　　　ｋｇ／ｍ2）

外壁用仕上塗料の種類

　　　・

呼び名 防火材料

・

・ 軽量骨材仕上塗料

仕上げの形状 工法

・ 薄付け仕上塗材

呼び名 吸放湿性

・ 適用する

防火材料

・

・・ 適用する

※ 外装薄塗材Ｅ

・

仕上げの形状 工法

・ 複層仕上塗材

呼び名 上塗り材の種類

溶媒　※ 水系

防火材料

・

耐候性

※ 耐候形

　　　・

樹脂　※ アクリル系

　　　・

外観　※ つやあり

　 ３種

・

仕上げの形状 工法

・ 厚付け仕上げ塗材

呼び名 吸放湿性

・ 適用する

防火材料

・

・・ 適用する

上塗り材

・ 適用する

・ 適用する

・吹付け・凸凹状

・砂壁状 ・ローラー

４-５

外
壁
改
修
工
事
（
塗
仕
上
げ
外
壁
）

・ローラー
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A 04
建築改修工事特記仕様書（４）

 ※ＲＢ種　・　　

 ※ＲＢ種　・　　

 ※ＲＢ種　・　　

 ※ＲＢ種　・　　

 ※ＲＢ種　・　　

 ・ＲＢ種　・ＲＡ種　　

 ※ＲＢ種　・　　

 ・ＲＢ種　・ＲＣ種

 ・ＲＢ種　・ＲＣ種

1

2

新規塗替え

せっこうボード面、その他ボード面

コンクリート面（ＤＰ以外）

モルタル面、プラスター面　

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具等）

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

木部

コンクリート面（ＤＰ）

ひび割れ部の補修

ＡＬＣパネル面

・ＲＡ種　・ＲＢ種

ＲＡ種

ＲＡ種　　　　　

ＲＣ種　　　　　

・ＲＡ種　・ＲＢ種

ＲＡ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種

・行う

・行う

下地面の種別 下地調整の種別

－

－

－

－

－

－

押出成形セメント板面 ・ＲＡ種　・ＲＢ種 ・行う

ＲＡ種　　　　　 ・行う

3 錆止め塗料塗り

[７.３.２、３]

下地調整

［７.２.１～７］

[７．１．３]

材料 屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

　※ 規制対象外　　・

防火材料　※ 屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする

　　　　　・ 次の箇所を除き防火材料とする（ ・　　　　　　　　　　　）

塗替え種別がＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

　※ 塗替え面積の３０％　　・

下地調整

※Ｂ種　・　

※Ａ種　・　

※Ｃ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ａ種　・　

※Ｃ種　・　

新規見え隠れ

新規見え掛り

新規見え隠れ

新規見え掛り

※Ｃ種　・　

※Ａ種　・　

※Ｃ種　・　

※Ａ種　・　Ｃ種

Ｃ種

※Ａ種　・　

※Ａ種　・ 塗替え

新規鋼製建具等

塗替え

新規鋼製建具等

ＥＰ－Ｇ

ＥＰ－Ｇ以外亜鉛めっき鋼面

工程の種別塗　装　面 塗料の種別

※Ｂ種　・Ａ種　

Ａ種

Ａ種

Ａ種

塗替え

塗替え

ＥＰ－Ｇ

ＥＰ－Ｇ以外鉄鋼面

※Ｂ種　・Ａ種　

※Ｂ種　・Ａ種　

錆止め塗料塗りの種別

4 仕上げ塗料塗り

［７.４.２

　　～７．１４．２]

（鋼製建具）

※Ｂ種　・　※Ａ種　・　

・オイルステイン塗り　　　（ＯＳ）

・木材保護塗料塗り　　　　（ＷＰ） ・Ａ種　※Ｂ種 ・Ａ種　※Ｂ種

表７.６.３

・Ａ種　※Ｂ種・ウレタン樹脂ワニス塗り　（ＵＣ）

・Ａ種　※Ｂ種

　（ＥＰ－Ｔ）

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り

　（ＥＰ）

・合成樹脂エマルションペイント塗り

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

※Ａ種　・

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

せっこうボード面

プラスター面

モルタル面

コンクリート面

屋内亜鉛めっき面

屋内鉄鋼面

屋内木部

・つや有合成樹脂エマルション

・Ｃ－１種

・Ｂ－１種

・Ａ－１種コンクリート面及

Ａ種

・Ｃ種

・Ａ種　・Ｂ種亜鉛めっき鋼面

Ａ種

・Ｃ種

・Ａ種　・Ｂ種鉄鋼面・耐候性塗料塗り（ＤＰ）

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り

（ＮＡＤ）

・Ａ種　※Ｂ種

表７.６.２

表７.６.１

・Ａ種　※Ｂ種

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

屋内木部

木部・クリアラッカー塗り　　　（ＣＬ）

・フタル酸樹脂エナメル塗り（ＦＥ）

※Ｂ種　・　

・Ａ種　・Ｂ種

塗装の種類 塗装面

※Ｂ種　・　

・Ａ種　※Ｂ種

※Ｂ種　・　

※Ａ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

木部屋内

木部屋外

工程

新規塗替え

・合成樹脂調合ペイント塗り

　（ＳＯＰ）

・Ａ種　※Ｂ種・Ａ種　※Ｂ種

亜鉛めっき鋼面

（鋼製建具以外）

　塗料の種類　※１種　・２種

・Ａ種　※Ｂ種

　ペイント塗り（ＥＰ－Ｇ）

・Ａ種　※Ｂ種

・Ａ種　※Ｂ種

・Ｃ－１種

・Ｂ－１種

・Ａ－１種

　上塗り等級

　　　・１級

　　　・２級

　　　・３級

※Ｂ種　・　

※Ｂ種　・　

び押出成形セメン

ト板面

・Ａ種　※Ｂ種

　（塗料　・水性　　・油性）

　※ 改修標準仕様書表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・　

うボード面、その他ボード面）の塗替えの場合のしみ止め

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（コンクリート面、モルタル面、プラスター面、せっこ

・バルコニー隔板

７

塗
装
改
修
工
事

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め

　※ 改修標準仕様書表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・　

石綿含有建材の処理

・石綿含有成形板の除去

除去対象範囲　・図示　　・

・石綿含有せっこうボード

除去した石綿含有成形板の処分

※埋立処分（管理型最終処分場）

・埋立処分（安定型最終処分場）　　・中間処理（溶融施設）

・石綿含有仕上塗材の除去

除去した石綿含有仕上塗材の処分

・埋立処分（管理型最終処分場）

測定方法

粉じん相対濃度計(デジタル粉じん計)、パーティクルカウンター
・測定４

・測定５

・自動測定器による測定

測定名称

繊維状粒子自動測定器(リアルタイムファイバーモニター)等の粉

じんを迅速に測定できる機器を用いた測定

メンブレンフィルタ 試料の吸引時間

（min）

・測定４

・測定５
25

測定名称

・JIS K 3850-1に基づいた測定

  直径(mm)

試料の吸引流量

(L/mm)

5 30

・測定

・
47 10 120

47 10 240
・測定

・

・測定

・

除去工法　　　原則は超高圧水洗工法とし、狭隘・狭小な部分に限り

(注意)常時湿潤状態にて施工すること。

石綿含有建材除去後の仕上げ工事　　・図示　　　　　・

・

測定方法

１　 石綿含有建材の
 除去工事

９

環
境
配
慮
改
修
工
事

　　外壁改修完了後は、各目皿及び雨水桝も含め、ケレン斫りくずが残らないよう清掃を行う事。

　　住戸ごとに、入居者の要望に沿った工事対応をする事。

・　工事中、入居者の負担を軽減するような施工を心掛ける事。

・　アスベスト及びＰＣＢ含有材料が判明した場合は、監督職員と協議の上、関係法令に

　　沿って改修工事を行う。

特記事項・※

そ
の
他

１  陶磁器質タイル

工法  　 1.密着張り

2.改良積上げ張り

3.改良圧着張り

4.マスク張り

6.内装壁タイル接着剤張り

5.モザイクタイル張り

7.外装壁タイル接着剤張り

8.床タイル張り（沓ズリ、その周囲）

　躯体表面の処理　・行う

　　　　　　　　　　　　※ＭＣＲ工法６章コンクリート工事又は

高圧水洗（ポリマーセメントモルタル下地）工法

施工範囲　※図示　　・

　下地モルタル塗り　※標仕１５．２．２～１５．２．５による

　タイルの試験張り　※行わない　・行う（※外壁タイル　・　　　　）

施 工 工 法 寸法 き  じ うわぐすり 役物 備 考

箇 所 形状 磁器 陶器 せっ器 施　無 施無

２  有機質接着剤 ・　屋内　ＪＩＳＡ５５４８（陶磁器質タイル用接着剤）による

・　屋外　ＪＩＳＡ５５５７（外装タイル張り用有機系接着材）による

※便所については、タイプⅠ　とする。

製造所　　「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」による

（一社）公共建築協会」

　既調合モルタル・ポリマーセメントモルタルの

 ・ ・　  ・   ・    ・ 

  ・   ・    ・ 

  ・   ・    ・ 

  ・   ・    ・ 

　 ・　・　

　 ・　・　

　 ・　・　

　 ・　・　

 ・ ・　

 ・ ・　

 ・ ・　

床 8 50角 50角普及品タイル

１   長尺金属板葺

２   下葺材料 ＪＩＳＡ６００５　・アスファルトルーフィング 940

３　 保証書 受注者、施工者、製造者の３者連名にて保証すること。

材料保証１０年、施工保証５年の保証書２部提出すること。

４   と い ・配管用鋼管（及び排水管継手）

　  防露（標仕表13.5.4）　※有　・無

　　　　　　　　　　呼び径　・75　・100 　・125 　・150

・硬質塩化ビニル雨どい

・その他のとい

掃除口　　※有り　　・無し

※下がり止め　　製造所の仕様による

５   とい受け金物 ※排水管バンド

　　　※溶融亜鉛めっき(3×32) 　・ステンレスSUS304(2×32)

※ワンタッチキャップ付アンカー

　　　※溶融亜鉛めっき(4.5×32) ・ステンレスSUS304(3×32)

・その他の受け金物

　　　・　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　呼び径　・80　・100 　・125 　・150

　　　　　　　　　・改質アスファルトルーフィング下葺材

　　　　　　　　　　　・一般タイプ ・複層基材タイプ ・粘着層付タイプ

施工箇所 型 式 材  質 厚　さ 備　考

※硬質塩化ビニル管（及び排水用硬質塩ビ管継手）カラー品

※

タ
イ
ル
改
修
工
事

※

屋
根
及
び
と
い
改
修
工
事

勾配屋根 0.4

・軒樋：塩ビ製（カラー品）

・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

除去対象範囲　・図示　　・

鉄部において、穴あきや腐食による損傷がある場合は、金属パテ等で補修を行うこと

集じん装置付きディスクグラインダーケレン水洗工法（湿式）を併用する

・　浄化槽蓋取替作業中は防臭対策を行う事。

・　各住戸改修工事の際支障となるものについては、監督職員と協議の上、取り外し再取付とする。

・　浄化槽施設改修工事　１～５　（ ・　図示）
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A 05
外壁改修フロー及び数量・要領図

Ｂ）0.2以上0.3未満　　 ｍ

Ａ）0.2以上1.0未満 　  ｍ

Ａ）0.3以上0.5未満　　 ｍ

Ａ）0.2以上0.3未満　　 ｍ

外壁改修フロー及び数量

・ コンクリート打放し仕上げ外壁の場合　（外壁・腰一部）(住棟)

ひび割れ部改修

幅100ｍｍ程度

既存仕上げ材の処理範囲　※ 既存仕上げ面全体　　・ 図示

錆鉄筋部補修工法

外　壁　調　査　（　施　工　数　量　調　査　）

（改修標準仕様書4.3.3(b)）

樹脂注入工法（注１）

欠損部改修

仕上塗材仕上げ施工範囲　※ 既存仕上げ面全体　・ 図示

下地調整材の施工範囲　　※ 既存仕上げ面全体　・ 図示

充填工法

100×300×30ｍｍ

Ｕカットシール

材充填工法

シール工法

　　　　　　程度

Ｃ）0.3以上0.5未満　　 ｍ

Ｃ）0.5以上1.0未満　　 ｍ

 ｍ  ｍ

 ｍ

　１　ひび割れ補修　

　２　鉄筋露出部・欠損補修　

鉄筋

防錆プライマー

鉄筋

防錆プライマー

 Ｕカットシーリング材充填工法 

1
0

15

プライマー（シールプライマー）

ひび割れ

充填材（ポリマーセメントモルタル）
（ポリマーセメントモルタル）

はつり出し

防錆プライマー塗布

充填仕上げ

ケレン・清掃

電動チッパーなどを使って浮いているコンクリートを完全にはつり出す。

完全に浮いている部分をはつり出した後のコンクリート表面と鉄筋部の表面の

錆止め兼用エポキシ樹脂系プライマーを鉄筋部及びコンクリート表面に塗り残し

部分が無いように塗布する。

充填し、表面はコンクリート表面と均一になるように仕上げる。

錆・ホコリ等をワイヤーブラシ等を用いて完全に除去する。

施工数量調査 施工に先立ち、外壁全面について施工数量調査を行い、

調査報告書を提出し、監督職員の承認を受ける。

Ｕカット

清　　掃

プライマー塗布

充　　填

ひび割れに沿って、幅１０mm、深さ１５mm程度のＵ字型の溝をダイヤモンドカッターなどで設ける。

Ｕカットの溝の内部の切粉等をワイヤーブラシ、刷毛等で除去し、清掃する。

プライマーを溝内部に塗り残しのないように刷毛等で均一に塗布する。

溝にシール材を充填し、表面を平滑に仕上げる。仕上げる高さはコンクリート表面より

約５mm程度下げて仕上げる。

コンクリート表面より約５mm程度残った部分にポリマーセメントモルタルをコンクリート

表面まで充填し、コンクリート表面と均一になるまで仕上げる。

施工数量調査

原則改修対象として施工数量調査を行い、調査報告書を提出し、監督職員の承認を受ける。

施工に先立ち、外壁全面（内壁表し部も含む）について、1.0mm以上又は0.2mm以上の挙動するひび割れを

充填材（シーリング材）

ポリマーセメントモルタル　

（ポリマーセメントモルタル充填工法 ）

プライマー塗布後、直ちにポリマーセメントモルタル充填材をコンクリート表面まで

（ALC版には、ALC補修材を用いること）

モルタル充填

5

（コンクリート浮き部分補修）

1.0mmを超える

 Ｕカットシーリング材充填工法 

1
0

15

プライマー（シールプライマー）

ひび割れ

充填材（可とう性エポキシ樹脂）

ポリマーセメントモルタル　

5

0.2mm以上1.0mm以下

充填材

（注１） Ａ：自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

　　　　 Ｂ：手動式低圧エポキシ樹脂注入工法

　　　　 Ｃ：機械式低圧エポキシ樹脂注入工法

(住棟)

(住棟・物置)

（注２） 下地調整材の塗布量・回数はアスベスト含有下地調整材除去後の状態による。

　　　　 監督職員と協議の上、決定すること。なお、躯体の構造クラック以外については
         原則、CM-2(1回)、C-2(1回)を左官工により塗付すること。
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承

図
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岬ﾏﾘｰﾅ

大阪湾

東川

多奈川小

多奈川小

附近見取図・全体配置図  1/500
 1/1000

Ｎ

全体配置図　1：500

・・・　今回工事建物（住棟）を示す（16～30棟）。工事建物（物置等）は棟別配置図参照のこと・・・　関電柱位置を示す
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00
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0
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0

5
3
00

隣地境界線

4450

1棟

２棟
３棟

５棟
４棟

６棟
７棟

８棟

１１棟

１０棟
９棟

１２棟

１３棟

１４棟

１５棟
１６棟

１７棟

集会所

※工事用電力は入居者の騒音対策のため、関電柱より引いた仮設分電盤を設置するなどし、発電機の使用は控える。

　但しアスベスト除去に使用する発電機は除外。

A 06

大阪府泉南郡岬町多奈川谷川1634番地の29外

今回工事範囲　16～30棟 物置

附近見取図　1：5000

２０棟

１９棟 １８棟

２１棟
２２棟

２３棟
２４棟

２５棟

２６棟
２７棟

２８棟

２９棟
３０棟

浄化槽施設

浄化槽

5300

5
3
00

5
3
00



図面名称

工事名称

町営多奈川平野北住宅長寿命化改修工事（２期工事）

【共通】外部仕上表
発行

作成

A1: -

設計NO

縮尺

図面番号

A3: -

作

承

図

認

均しモルタルｔ20の上、アスファルトシングル葺（★）
コンクリートスラブ屋　根

外　壁 各　面 コンクリート アクリルリシン吹付+下地調整材（★）＜撤去＞

軒

コンクリート 防水モルタル金ゴテ押え

巾木 コンクリート打放し　H300

窓手摺 亜鉛めっきの上、SOP塗

軒樋・竪樋
竪樋：VP75φ＜取付金物共　撤去＞

物置
外壁・軒裏：アクリルリシン吹付+下地調整材（★）＜既設のまま存置＞

床下換気口

外部仕上表【共通】

場　所 改修記号

共通事項

２ 塗料等の選定の際には、現物見本を製作し、監督員に提出する事。

３ 改修しない部材に関しては、清掃を行い、改修部との調和をはかる事。

４ 居住者の方に迷惑が掛からないよう、室内に通じる部分は全て養生を行い、

SOP 合成樹脂調合ペイント塗り

　 臭気や粉塵が室内に入らないように配慮する事。

部　位 下　地 既　設 下地処理等 改　修 備　考

凡 例

記　号 名　称

コンクリート

天井換気口

庇天端・鼻先・面台

－

－

－

－

－ －

－

－

－

１ 施工に先立ち、外壁全面について施工数量調査を行い、調査報告書を提出し、

　 監督職員の承認を受ける。

コンクリート
-2：一部コンクリート打放し(16棟・17棟のみ)

軒裏

一部軒天　フレキシブル板（★）ｔ4.0の上、

庇裏 コンクリート

－

軒樋：VP100φ（半丸）＜取付金物共　撤去＞

天端・軒先：アクリルリシン吹付+下地調整材（★）＜既設のまま存置＞
PC造 既製品

塩ビ製 既製品　丸型又は角型

塩ビ製 VP50Φ

１.サンダーケレン及び超高圧水洗浄(アスベスト含有、下地調整材除去)

２.ひび割れ・浮き・欠損等、劣化部の改修

３.全面下地調整剤コテ塗り(CM2+C2)

防水形複層塗材Ｅ　ローラー塗Ｂ

Ａ

１.超高圧水洗浄(アスベスト含有、下地調整材除去)

３.全面下地調整剤コテ塗り(CM2+C2)

３.全面下地調整剤コテ塗り

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

塗膜防水（鼻先・面台共）

３.全面下地調整剤コテ塗り
外装薄塗材Ｅ　ローラー塗

３.全面下地調整剤コテ塗り（CM2+C2）
-

１.錆び除去の上、下地調整 DP塗 1級

１.撤去
軒樋：塩ビ製　φ130WIDE

竪樋：カラーVP75φ、掴み金物：亜鉛メッキ品

軒裏：外装薄塗材Ｅ　ローラー塗

外壁・天端・軒先：防水形複層塗材E　ローラー塗（柄なし）

１.清掃 既存のまま

１.清掃 既存のまま

既設仕上材の上、カラーガルバリウム鋼板ｔ0.4かん合式瓦棒葺

ポリエチレンフォームｔ4裏打・ルーフィング 断熱ｔ25＜カバー工法＞

軒裏：外装薄塗材Ｅ　ローラー塗

軒先：外装薄塗材Ｅ　ローラー塗

庇・面台

軒裏（玄関）軒（玄関） 野縁：木40×40＠455 既存木下地、ケイカル板ｔ6.0(廻り縁共)新設の上、外装薄塗材Ｅ

Ｐ

-1：アクリルリシン吹付+下地調整材（★）＜撤去＞

－ 鋼製扉：錆び除去の上、下地調整、DP塗 1級

注）■アスベスト含有材料（★）

設備盤Ａ 焼付塗装鋼製 既製品－ １.錆び除去の上、下地調整 DP塗 1級
設備盤Ａサイズ：W300×H800×D200

壁取り合い水切りのみ＜撤去＞

■改修工事内容

Ａ.住棟

　１ 屋根改修

　　①既設シングル葺きを金属屋根かん合式瓦棒葺き＜カバー工法＞にやり替え

　２ 外壁改修

　　①外壁：既設アクリルリシン吹付+下地調整材（★）を全面除去の上、

　　③軒裏：既設アクリルリシン吹付+下地調整材（★）を全面除去の上、

　　④玄関軒裏：(木下地を除く)既設フレキシブルボード（★）+アクリルリシン

　　➄庇・面台：庇裏：アクリルリシン吹付+下地調整材（★）

　　②巾木：既設コンクリート打放面の上、全面下地処理等（※1）を行う

　　①アルミサッシ部

　　　-１ 一部、網戸のコマ取替え

　３ 外部建具改修

　　①既設軒樋・竪樋（取付金物共）のやり替え

　　　-２ サッシ廻りシーリングのやり替え

　　②玄関戸部

　　　-１ 玄関戸・枠の塗替え

　　　-２ ドアチェック取替え

　　　-３ 建具調整

　４ 外部金物等の塗替改修

　　　-１ 窓手摺

　６ 各種清掃

　　　-１ 外部アルミサッシ・ガラス

　　　-２ 玄関扉ガラス

　　　-３ 床下・天井換気口

　１ 屋根・外壁・軒裏吹付

　　①既設仕上面の上、屋根・外壁は防水形複層塗材E、軒裏は外装薄塗材ローラー塗

Ｂ.物置

　　　※既設アクリルリシン（★）は既存のまま残置とし、下地調整不要

　２ 鋼製戸塗替え

　　・吹付材：アクリルリシン吹付+下地調整材

　　・屋根材：シングル葺き

＜下地を除き全て撤去＞

コンクリート打放しの上、アクリルリシン吹付（★）

　　・天井材：フレキシブル板

　　　　　アクリルリシン吹付+下地調整材（★）

　　　　　　　　+外装薄塗材Eローラー塗にやり替え

　　　-３ 建具調整

　　　　　　全面下地処理等（※1）を行い、防水形複層塗材Eローラー塗にやり替え

  　　　　　上、全面下地処理等（※1）を行い、外装薄塗材Eローラー塗にやり替え

　　　　　天端・鼻先・面台：塗膜防水、裏：外装薄塗材Eローラー塗にやり替え

注）※1：全面下地処理等の内容は、上記、外部仕上表【共通】下地処理等欄内を参照。

ア

空調室外機取付用金具　全て撤去
1902号室（１ヶ所）のみ利用中の為、既存のまま

DP 耐候性塗料塗　（1級）

設備盤Ｂ 焼付塗装鋼製 既製品－ １.錆び除去の上、下地調整 DP塗 1級
設備盤Ｂサイズ：W300×H300×D140(21～30棟：W400×H500×D140)

イ ※鉄板が薄くなっているものや穴が空いているものについては

※鉄板が薄くなっているものや穴が空いているものについては
金属パテ等で補修すること

１.ひび割れ・浮き・欠損等、劣化部の改修

２.ひび割れ・浮き・欠損等、劣化部の改修

１.水洗い
２.ひび割れ・浮き・欠損等、劣化部の改修

１.超高圧水洗浄(アスベスト含有、下地調整材除去)
２.ひび割れ・浮き・欠損等、劣化部の改修

１.水洗い
２.ひび割れ・浮き・欠損等、劣化部の改修

(台所)換気扇フード －－ 樹脂製換気扇フード - 400角深型SUSフードに取替え(※2)

　５ 各種改修

　　　-１ （台所）換気扇フード取替え

５ 特記なき下地調整材は１回塗りとする。

A 07

建具

アルミサッシ

鋼製 三方枠：亜鉛メッキの上、SOP塗玄関扉

－Ｈ

Ｉ

２.建具周囲シーリング＜撤去＞

サッシ：既存のまま。ただし、建具調整を行うこと。

扉・三方枠：シート張り又は錆び除去の上、下地調整（内外共）
ドアチェック:＜新設＞

１.清掃

扉　　：シート張り又は化粧鋼板 扉・三方枠：DP塗 1級

網戸：一部コマのみ取替え(※1) 

建具周囲シーリング＜撤去＞
シーリング打ち替え　MS-2

面格子のついている窓については取り外し後、再取付とする

ドアチェック＜撤去＞
17棟はシーリング打ち替えのみ

※1  2201号室のみ

　　　-２ 設備盤Ａ・Ｂ・Ⅽ

玄関灯 玄関灯 － １.撤去
本体：TM材
セード・カバー・パッキン：木製又は鋼板・アクリル・EPTスポンジゴム
付属ランプ：13型ツイン1蛍光灯

本体：同サイズ程度のもの

付属ランプ：LED

　　　-２  玄関灯取替え

　　　　　　　　+下地調整材（★）撤去の上、(既存木下地)+ケイカル板

　　　　　全面除去(天端・鼻先・面台水洗い)の上、全面下地処理等（※1）を行い、

Ｃ.浄化槽施設(現状復旧工事)

　１ 屋根・外壁・軒裏吹付

　３　浄化槽②改修

　　　※既設アクリルリシン（★）は既存のまま残置とし、下地調整不要

　　①既設仕上面の上、屋根・外壁は防水形複層塗材E、軒裏は外装薄塗材ローラー塗

　４ 敷地出入口フェンス・扉改修

　　①PCネットフェンス・扉取付

　５ 敷地内整地等改修

　　①土すきとり、整地の上、防草シート+砂利敷き

　２ 浄化槽①上屋鋼製戸取替え、浄化槽②上屋鋼製戸塗替え

　　　-１ 蓋

　　　-２ 受枠

　　　-３ 基礎コンクリート

※2　1602号室：交換済

金属パテ等で補修すること

設備盤Ｃ 焼付塗装鋼製 既製品－ １.錆び除去の上、下地調整 DP塗 1級
設備盤Ｃサイズ：W500×H600×D140

ウ ※鉄板が薄くなっているものや穴が空いているものについては
金属パテ等で補修すること

1701号室のみ別形状
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全体配置図
A 08発行

作成

全体配置図　１/300
凡例

   : 住居型式Ｂ

   : 今回工事範囲を表す

住居形式別棟数

Ｂタイプ【16棟】　　　　　１棟

Ｃタイプ【17棟】　　　　　１棟

Ｄタイプ【18，20棟】　　　２棟

Ｅタイプ【19棟】　　　　　１棟

Ｇタイプ【25,26,27,28棟】 ４棟

Ｈタイプ【29,30棟】　 　　２棟

Ｉタイプ【21,22,23,24棟】 ４棟

２１棟２２棟２３棟２４棟
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1

D

C

B

1

１階平面図 1/50

3 5 97

A

2 4 5 6 8 9

1

D

B

２階平面図 1/50

4 5 9

A

UP UP

竪樋φ75 竪樋φ75竪樋φ75

竪樋φ75竪樋φ75

ポーチ

食事室

玄関

和室(1)

物入台所

便所

洗面・洗濯
・脱衣室

浴室

ホール

踏込
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踏込
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0

1
,
2
0
0

5
,
5
5
0

2
,
8
5
0

2,620 5,550 1,7802,620

19,900

5,550 5,550 4,400

2
,
7
0
0

7
,
3
5
0

2
,
8
5
0

4,400

375

9
0
0

9
0
0

SD
1

SD
1

AW
1

AW
1

AW
1

AW
1

AW
1

AW
1

AW
2

AW
2

AW
3

AW
3

AW
4

AW
4

AW
4

AW
4

AW
4

AW
4

AW
4

AW
4

AW
7

AW
7

AW
8

AW
8

B

A

4

屋根伏図 1/50

5 6

2
,
8
5
0

9
0
0

9
0
0

11,100

11,850

375 375

竪樋φ75

Ａ Ａ

Ａ

Ｋ Ｋ

ＫＫ

Ｋ

Ｋ

＜ａ部＞

＜ａ部＞

＜ｂ部＞

＜ｃ部＞

＜ｄ部＞

＜ｄ部＞

＜ｅ部＞

ＫＫＫ

Ｋ Ｋ

Ａ

Ａ

Ｋ

Ｋ＜ａ部＞

＜ａ部＞

＜ｂ部＞
＜ｃ部＞

Ｋ

工事対象外の範囲を示す

凡　例

改修内容　※記号は仕上表に順ずる

内　容記　号

AW
※ Ｈ Ｉ

SD
※

屋根部分詳細図断面位置を示す

建具記号を示す（AW：　　　SD：　　　　　）Ｏ

【16棟】Bタイプ　平面図  屋根伏図
A 09

4
,
6
5
0

375

20,650

11,100

1 9Ｎ

4,400 4,400

19,900

D

B

A

5
,
5
5
7

4 5 6

11,100

11,850

375 375

D

C

B

A

1
,
5
0
0

1
,
2
0
0

5
,
5
5
0

2
,
8
5
0



図面名称

工事名称

町営多奈川平野北住宅長寿命化改修工事（２期工事）

【16棟】 Bタイプ　天井伏図
発行

作成

A1: 1/50

設計NO

縮尺

図面番号

A3: 1/100

作

承

図

認

ポーチ

食事室

玄関

階段

台所

便所

洗面・洗濯
・脱衣室

浴室

ホール

踏込

和室(2) 押入

食事室

玄関

和室(1)

ホール

和室(2)押入

１階天井伏図 1/50

階段

台所

洗面・洗濯
・脱衣室

浴室踏込

和室(1)

ポーチ

便所

２階天井伏図 1/50

和室(3) 和室(3)押入 押入

階段 階段

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ
Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｃ -1

Ｃ -2

Ｃ -1

Ｃ -2

Ｃ -2

Ｃ -1

Ｃ -2

Ｃ -1

Ｃ -2

Ｃ -2

Ｃ -2

Ｃ -2

ＤＤ

Ｃ -1

Ｃ -1

Ｃ -1 Ｃ -1Ｃ -1

Ｃ -1 Ｃ -1Ｃ -1

Ｃ -2Ｃ -2 Ｃ -2

Ｃ -2Ｃ -2

Ｃ -2

Ｃ -2

工事対象外の範囲を示す

凡　例

改修内容　※記号は仕上表に順ずる

内　容記　号

空調室外機取付用金具〈撤去〉

A 10

Ｎ Ｎ

ＮＮ

B

4 5

A

6

11,850

11,100

2
,
8
5
0

9
0
0

9
0
0

375375

4
,
6
5
0

1

D

C

B

1

3 5 97

A

2 4 5 6 8 9

18,085

20,650

907.5 907.5

19,900

4
,
3
5
0

7
,
3
5
0

375 375

9
0
0

9
0
0

1
,
2
0
0

B

A

2
,
8
5
0

9
0
0

9
0
0

4
,
6
5
0

4 5 6

11,850

11,100 375375

D

C

B

A

4
,
3
5
0

7
,
3
5
0

9
0
0

9
0
0

1
,
2
0
0

375

20,650

375

Ｎ



図面名称

工事名称

町営多奈川平野北住宅長寿命化改修工事（２期工事）
発行

作成

A1: 1/50

設計NO

縮尺

図面番号

A3: 1/100

作

承

図

認

▽1FL

▽GL

▽2FL

▽軒CON天端

▽2階棟CON天端

9

4
5
0

5
,
5
1
0

2
,
5
6
0

2
,
5
0
0

2
8
5

6 5 4 1

▽1FL

▽GL

▽2FL

▽軒CON天端

▽2階棟CON天端

1

南側立面図 1/50

4
5
0

5
,
5
1
0

2
,
5
6
0

2
,
5
0
0

2
8
5

4 5 6 9

工事対象外の範囲を示す

凡　例

改修内容　※記号は仕上表に順ずる

内　容記　号

AW
※

建具記号を示す（AW：　　　SD：　　　　　）Ｈ Ｉ
SD
※

A DB

西側立面図 1/50

C

AD B
10

2

東側立面図 1/50

C

北側立面図 1/50

10
2

Ｏ

Ａ

Ａ Ａ

Ｂ

ＢＢ
Ｂ

Ｇ

ＧＧ

Ｈ Ｈ

Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ

Ｈ Ｈ

Ｋ

Ｋ Ｋ

Ａ

Ａ

Ａ

ＡＡ

Ｂ

Ｂ

Ｇ

ＨＨ

ＨＨ

ＨＨ

ＨＨ

ＨＨ

Ｊ Ｊ

Ｋ

Ｋ
Ｋ

Ｂ

ＢＢ

Ｇ

Ｇ

Ｈ Ｈ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｉ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｇ

Ｇ

ＨＨ

Ｉ

Ｋ

Ｋ

Ｋ

Ｋ
ア

ア

イイ

Ｎ

Ｍ

【16棟】 Bタイプ立面図

< 注記 >

設備盤は錆び除去の上、鉄板が薄くなっているものや穴が

空いているものについては金属パテ等で補修すること

物置 屋根伏図 1/50物置 立面図 1/50

1,975～1,875

1,670 1,670 1,670 1,670 1,670

1
,
9
7
5
～
1
,
8
7
5

1,670

1
,
9
7
0

3
0
5

5
5
～

1
5
5

3,340

305

100

551，975

3,340

2
0
1

2
,
1
0
5

2
,
3
0
6

35 3535 35 3535

3,340
3535

SD
2

SD
2

1
5
5

1
,
9
5
0

換気ガラリ（塩ビ製）：清掃

＜側面＞ ＜背面＞＜正面＞

SD
2 Ｗ800*Ｈ1900 SOP 

Ｏ Ｏ
Ｏ Ｏ

Ｐ 換気扇フード交換済み

A 11

Ｎ

Ｎ

Ｎ

ＬＬ

ＭＭＭ

Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ

Ｅ Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ Ｅ

Ｅ

Ｅ Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

ＥＥ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ Ｅ

Ｅ

Ｅ

ＥＥ



図面名称

工事名称

町営多奈川平野北住宅長寿命化改修工事（２期工事）

16棟 【Bタイプ】　外壁劣化図(1)
発行

作成

A1: 1/50

設計NO

縮尺

図面番号

A3: 1/100

作

承

図

認

1

D

C

B

1

3 5 97

A

2 4 5 6 8 9

ポーチ

食事室

玄関

階段

台所

便所

洗面・洗濯
・脱衣室

浴室

ホール

踏込

和室(2) 押入

食事室

玄関

和室(1)

ホール

和室(2)押入

１階天井伏図 1/50

階段

台所

洗面・洗濯
・脱衣室

浴室踏込

和室(1)

ポーチ

便所

18,085

20,650

907.5 907.5

19,900

4
,
3
5
0

7
,
3
5
0

B

２階天井伏図 1/50

4 5

A

和室(3) 和室(3)押入 押入

6

11,850

11,100

2
,
8
5
0

階段 階段

A 36

換気ガラリ（塩ビ製）

＜側面＞ ＜物置背面＞

B

A

9
0
0

9
0
0

375375

4 5 6

375 375

9
0
0

9
0
0

D

B

C

A

4
,
6
5
0

1
,
2
0
0

配置図 1/200

< 凡例 >

植栽・植木鉢

フェンス仮撤去・復旧

< 仮撤去・復旧項目 >

番　号 内　容

1

4.いずれも施工前に現調調査を実施し監督職員と協議の上必要な対策

  １ｍ程度の範囲についてフェンスのみ取り外し・再取付とする

3.物置・外壁に接するエキスパンドフェンス及びそれに類するものは

2.物置・外壁周囲の樹木、草は１ｍ程度の範囲で枝うち及び除草を行うこと

1.物置は外壁、屋根についてトップコートのみ塗装改修する

< 注記 >

上屋 :野地板の上テント張り: 仮撤去　復旧

  を行うこと

凡　　例

1 露筋

1 クラック　（巾1.0mm以上）

1 爆裂

1 欠損

その他1

1 クラック　（巾0.5㎜以上巾1.0mm未満）

＜　物置露筋　＞

番　号

1

2

3

長さ（m）

0.08

4 0.08

5

6 0.80

＜　物置爆裂　＞

番　号 W x H x D（m）

1 0.10 x 0.10 x 0.01

0.08

0.08

0.08

2,000 1,000

3,000

1,700

1
,
6
0
0

1
,
8
0
0

① サイクルポート 平面図 1/50

1/50① サイクルポート 立面図

1
,
7
0
0

1 2 3 4 5 6

1

隣
地

境
界

線

１６棟

隣
地

境
界

線

隣地境界線

Ｂ

物置4
7
0
0

4
7
0
0

Ｎ

エキスパンドフェンスH1200

①上部上屋

※軒裏劣化なし

野地板の上テント貼り

単管〇50

草花

草花

2
,
8
5
0

9
0
0

9
0
0

4
,
6
5
0

4 5 6

11,850

11,100 375375



図面名称

工事名称

町営多奈川平野北住宅長寿命化改修工事（２期工事）
発行

作成

A1: 1/50

設計NO

縮尺

図面番号

A3: 1/100

作

承

図

認

▽1FL

▽GL

▽2FL

▽軒CON天端

▽2階棟CON天端

9

4
5
0

5
,
5
1
0

2
,
5
6
0

2
,
5
0
0

2
8
5

6 5 4 1

▽1FL

▽GL

▽2FL

▽軒CON天端

▽2階棟CON天端

1

南側立面図 1/50

4
5
0

5
,
5
1
0

2
,
5
6
0

2
,
5
0
0

2
8
5

4 5 6 9

A DB

西側立面図 1/50

C

AD B
10

2

東側立面図 1/50

C

北側立面図 1/50

10
2

16棟 【Bタイプ】 外壁劣化図(2)
A 37

室外機室外機

凡　　例

1 露筋

1 クラック　（巾1.0mm以上）

1 爆裂

1 欠損

その他1

1 クラック　（巾0.5㎜以上巾1.0mm未満）

番　号 長さ（m）

1 0.80

＜　クラック（巾0.5mm以上1.0mm未満）＞

1.00

1.20

0.70

0.70

1.40

0.90

2

3

4

5

6

7

番　号 長さ（m）

1 1.30

＜　クラック（巾1.0mm以上）＞ ＜　露筋　＞(面台)

番　号

1

長さ（m）

0.10

＜　爆裂　＞

番　号 W x H x D（m）

1 0.07 x 0.07 x 0.01

＜　その他　＞

番　号

1

W x H x D（m）

2

穴

穴

0.01 x 0.01 x 0.01

0.01 x 0.01 x 0.01

設備機器

風呂釜

1 1
2

3

1

4 5

6
7

1 （面台）

1

インターホン

風呂釜

1

2

レンジフード交換不要



図面名称

工事名称

町営多奈川平野北住宅長寿命化改修工事（２期工事）
発行

作成

A1: 1/5

設計NO

縮尺

図面番号

A3: 1/10

作

承

図

認

【共通】　部分詳細図（1）

屋根改修　詳細図　＜ａ 部（軒先）＞

改修前 改修後

1/5 屋根改修　詳細図　＜ｂ 部（棟）＞

改修前 改修後

1/5

屋根改修　詳細図 ＜ｄ 部（水上壁取合い）＞ 1/5屋根改修　詳細図　＜ｃ 部（ケラバ）＞ 1/5

改修前 改修後改修前 改修後

シングル葺き先端

壁芯から900

10
80

10

20
10

10

65

30

300

80

軒樋面

アスファルトシングル葺き

均しモルタルt=20

水切（塩ビ鋼板t=0.4）
PL-2.3 亜鉛メッキSOP

FB-3×32＠600
亜鉛メッキ

FB-3×50 L=60
亜鉛メッキ ビス2本止

ラッパ型じょうご
（2階呼樋取合箇所）

軒樋　撤去

樋受金物 FB-4×13
亜鉛メッキ@900

銅線

塩ビ

（両面自着層付
水切取合部 捨貼

152.5 152.5

20

・※寸法は割付による

20

150
30

45
25

※ ※

20

150
30

375

10

10010

10
25

2
0

8
0

1
0

410

35 375

10
25

430

12

55

18

455※

63

4
5

2
5

8
0

【新設】補強材
亜鉛メッキ鋼鈑

30 70

20

5
2
0

4
0
2
5

20

8
5

@606
@606

【新設】
ケラバ水切唐草
屋根同材t=0.4

【新設】断熱材:
押出発泡ポリスチレン板t=25
下葺材
ゴムアスファルトルーフィングt=1.0

【新設】屋根：かん合式瓦棒
カラーガルバリウム鋼板t=0.4
裏貼ポリエチレンフォームt=4.0

【新設】

【新設】上部吊子:アルミ押出型材

【新設】角桟カバー:屋根同材

【新設】吊子:アルミ押出型材

【新設】

【新設】
断熱材:押出発泡ポリスチレン板
下葺材　　　　　　　　t=25
ゴムアスファルトルーフィング
　　　　　　　　　　t=1.0

【新設】屋根:かん合式瓦棒
カラーガルバリウム鋼板t=0.4
裏貼ポリエチレンフォーム　
　　　　　　　　　t=4.0

【新設】棟包み:屋根同材　t=0.4
補強材:亜鉛メッキ鋼板 t=0.8

ルーフィング巾150）

φ105半丸

エプロン面戸

下部吊子:アルミ押出型材

棟用シングル

均しモルタルt=20

アスファルトシングル葺き

（既設）均しモルタルt=20

（既設）アスファルトシングル葺き

水切（塩ビ鋼板t=0.4）
PL-2.3
亜鉛メッキSOP

アスファルトシングル葺き

均しモルタルt=20

アスファルトシングル葺き

均しモルタルt=20

雨押え(塩ビ鋼板t=0.4)撤去
下地板 18×75

アスファルトコーティング

下貼り防水層立上げ

FB-3×32@600

亜鉛メッキ

※シール撤去後の欠損はモルタル等で補修すること

10

壁芯から900 30

30

【新設】竪樋 カラーVP75

φ89

80
20

45
25

10

70

【新設】補強材

亜鉛メッキ鋼鈑t=0.8

【新設】

軒先水切唐草

屋根同材t=0.4

【新設】屋根：かん合式瓦棒

カラーガルバリウム鋼板t=0.4

裏貼ポリエチレンフォームt=4.0

【新設】断熱材：押出発泡ポリスチレン板t=25

下葺材：ゴムアスファルトルーフィングt=1.0

【新設】吊子：アルミ押出型材

【新設】軒先化粧キャップ

A 67

・※寸法は割付による

20

※

20

150
30

45
25

【新設】吊子：アルミ押出型材

【新設】
断熱材：押出発泡ポリスチレン板t=25
下葺材
ゴムアスファルトルーフィングt=1.0

【新設】屋根：かん合式瓦棒
カラーガルバリウム鋼板t=0.4
裏貼ポリエチレンフォームt=4.0

【新設】
水上雨押え：屋根同材t=0.4
補強材：亜鉛メッキ鋼鈑t=0.8

既設雨押え撤去の上、

(既設) アスファルトシングル葺き

（既設）均しモルタルt=20



図面名称

工事名称

町営多奈川平野北住宅長寿命化改修工事（２期工事）
発行

作成

A1: 1/5

設計NO

縮尺

図面番号

A3: 1/10

作

承

図

認

【共通】　部分詳細図（2）

屋根改修　詳細図　＜ｅ 部（ケラバ壁取合い）＞

改修前 改修後

1/5

改修前

窓手摺　詳細図

改修後 ※鉄部は、錆止め除去の上下地調整を行いDP塗とする。

1/20

30 70
アスファルトシングル葺き

均しモルタルt=20

20

雨押え（塩ビ鋼板t=0.4）シール共撤去

下地板　18×75

下貼り防水層立上げ

2
5

4
0

2
0

8
5

1
2
0

アスファルトシングル葺き

均しモルタル ア 20

1
5
0

ℓ/2 = 880

穿孔式アンカー
2-6Φ(ステンレス)

PL-3.2

PL-3.2

20

10

6
9
0

3
5

4
3
0

2
,
3
0
0

1
5

外径27.2※シール撤去後の欠損はモルタル等で補修すること

A 68

20

（既設）アスファルトシングル葺き

（既設）均しモルタルt=20

1
1
0

本
体

　
新

設

455

4
5

@455 ※

2
5

150【新設】
断熱材:押出発泡ポリスチレン板t=25
下葺材:ゴムアスファルトルーフィング
　　　　　　　　　　　　t=1.0

【新設】屋根：かん合式瓦棒
カラーガルバリウム鋼板t=0.4
裏貼ポリエチレンフォームt=4.0

【新設】下部吊子
アルミ押出型材

【新設】上部吊子
アルミ押出型材

【新設】角桟カバー
　屋根同材t=0.4

【新設】ケラバ雨押え
　　屋根同材t=0.4

屋根本体立上げ

既設雨押え撤去の上、

下貼り防水層
立上げ

※



図面名称

工事名称

町営多奈川平野北住宅長寿命化改修工事（２期工事）
発行

作成

A1: 1/50

設計NO

縮尺

図面番号

A3: 1/100

作

承

図

認

1

D

B

２階平面図 1/50

4 5 9

A

DN

和室(3)

DN

和室(3)押入 押入

6

19,900

20,650

11,100 4,400

2
,
7
0
0

7
,
3
5
0

2
,
8
5
0

4,400

375

9
0
0

9
0
0

B

A

4

屋根伏図 1/50

5 6

2
,
8
5
0

9
0
0

9
0
0

11,100

11,850

375 375

１６棟　【Bタイプ】　配置図兼仮設計画図＜参考＞
A 69

4
,
6
5
0

375

凡　例

足場（1階）の範囲を示す。

内　容記　号

足場（2階）の範囲を示す。

足場（1・2階）の範囲を示す。

※足場は単管ブラケット足場とする。

※玄関廻りは養生シートにて区画すること。

参 考

配置図 1/100

隣
地

境
界

線

１６棟

隣
地

境
界

線

隣地境界線

Ｂ

物置 4
7
0
0

Ｎ

エキスパンドフェンスH1200

①上部上屋

草花

草花

2F：22.5m

1・2F：12.5m

2F：22.5m

1・2F：12.5m

< 凡例 >

植栽・植木鉢

フェンス仮撤去・復旧

< 仮撤去・復旧項目 >

番　号 内　容

1

4.いずれも施工前に現調調査を実施し監督職員と協議の上必要な対策

  １ｍ程度の範囲についてフェンスのみ取り外し・再取付とする

3.物置・外壁に接するエキスパンドフェンス及びそれに類するものは

2.物置・外壁周囲の樹木、草は１ｍ程度の範囲で枝うち及び除草を行うこと

1.物置は外壁、屋根についてトップコートのみ塗装改修する

< 注記 >

上屋 :野地板の上テント張り: 仮撤去　復旧

  を行うこと

1F：45.5m

1/50足場断面図（2階）

4
5
0

5
,
5
1
0

2
,
5
6
0

2
,
5
0
0

▽1FL

▽GL

▽2FL

▽軒CON天端3
7
5

▽2階棟CON天端

4
5
0

3
,
0
1
0

2
,
5
6
0

▽1FL

▽GL

▽2FL

1/50足場断面図（1階）

4
,
6
0
0

7
,
0
0
0 養生シート

床養生

養生シート

床養生

単管一本足場

伸縮ブラケット
足場板

伸縮ブラケット
足場板

B

A

2
,
8
5
0

9
0
0

9
0
0

4
,
6
5
0

4 5 6

11,100

11,850375

375

D

B

A

2
,
7
0
0

7
,
3
5
0

2
,
8
5
0

9
0
0

9
0
0

1 4 5 96

19,900

20,650

11,100 4,4004,400

375 375

4
7
0
0



図面名称

工事名称

町営多奈川平野北住宅長寿命化改修工事（２期工事）
発行

作成

A1: 1/100

設計NO

縮尺

図面番号

A3: 1/200
【21棟】アスベスト除去仮設計画図＜参考＞

A 84

アスベスト除去　仮設計画〈参考〉

高圧水洗工法　及び　集じん装置付きディスクグライダーケレン水洗工法(湿式)の

併用により、常時湿潤状態にて施工すること

２１棟

隣地境界線

隣
地

境
界

線

Ｉ

4
7
0
0

物置

２１棟２２棟２３棟２４棟

２５棟２６棟２７棟２８棟

２９棟３０棟

Ｉ

Ｈ

ＩＩＩ

ＧＧＧＧ

Ｈ

１６棟

現場事務所

２０棟
１９棟 １８棟

隣
地
境

界
線

Ｄ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｎ

11755

6980 4775

5
3
0
0

浄化槽

3300

5200

1900

UP

停車位置
工事車両

Ｇ

浄化槽上部

全体配置図

　今回工事建物（住棟）を示す（16～30棟）　現場事務所を示す 　工事車両停車位置を示す

コンプレッサー

ノッチタンク

Ｇ中和処理装置
超高圧ポンプ等除去装置

参 考

※工事用水道(仮設水道)、工事用電気とも、現場内のものは子メーター管理でも使用しないこと

※窓等の開口部は、目張りやビニールシート等で養生を徹底すること

※当該作業を行う場所はビニールシート等で隔離養生すること（足場囲い養生・地面防水養生等）

※道路の使用に当たっては関係機関と協議のうえ必要な手続きを行うこと

※除去作業中の石綿含有建材は常時湿潤な状態を保つこと

※作業しない時は現場事務所敷地内で車両を留置

※作業終了ごとに発生材を集積所に収集すること（住棟付近に置かないこと）

【工法メーカーの例】

（株）マルホウ / ウォータークリーン（株）/ DKマテリアル（株）/（株）鴻友建設

  見えないように配慮すること

アスベスト廃材集積所

※シートなどで集積物は外部より

通過させないこと
プラント上部土間は車両等

< 凡例 >

工事車両動線　

キャスターゲート

Ｇ 交通誘導員

関電柱

3
7
5
0

１７棟

資材倉庫

現場事務所

ゴミ置場(平置)

資材倉庫

上屋②

浄化槽上屋①

カラーコーン・バー

工事車両

　請負者にて引き込み、設置等すること



現場事務所仮設計画図＜参考＞

図面名称

工事名称

町営多奈川平野北住宅長寿命化改修工事（２期工事）
発行

作成

A1: 1/100

設計NO

縮尺

図面番号

A3: 1/200
現場事務所仮設計画図＜参考＞

A 85

２１棟２２棟２３棟２４棟

２５棟２６棟２７棟２８棟

２９棟３０棟

隣地境界線

隣地境界線 隣地境界線 隣地境界線

隣
地

境
界

線

隣
地

境
界

線

隣
地

境
界

線

隣
地

境
界

線

隣
地

境
界

線

隣
地

境
界

線

隣
地

境
界

線

隣
地

境
界

線

隣地境界線

Ｉ

Ｈ

ＩＩＩ

ＧＧＧＧ

Ｈ

物置物置物置物置

物置物置

物置物置

物置物置

隣地境界線隣地境界線隣地境界線

隣
地

境
界

線

隣地境界線

１６棟
１７棟

２０棟 １９棟 １８棟

隣
地

境
界

線
隣

地
境

界
線

隣
地

境
界

線

隣地境界線 隣地境界線 隣地境界線

隣地境界線

Ｄ

Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ

物置 物置 物置

物置物置

1
5
0
0

9150

3
7
5
0

11755

6980 4775

＜ａ部＞

1
9
7
5

5
3
0
0

機械室

1670

Ｎ

配置図 1/100

1
3
4
5
0

7
6
7
5

5
7
7
5

3300

5200

1900

資材倉庫

工事用トイレ

現場事務所UP

ゴミ置場(平置)

停車位置
工事車両

G

  見えないように配慮すること

アスベスト廃材集積所

※シートなどで集積物は外部より

既設フェンスバリケード撤去

段差解消スロープ

浄化槽上部

通過させないこと
プラント上部土間は車両等

Ｎ

現場事務所

参 考

< 凡例 >

工事車両動線　

キャスターゲート

G 交通誘導員

※道路の使用に当たっては関係機関と協議のうえ必要な手続きを行うこと

関電柱

※浄化槽の点検作業（週1回程度）に支障のないようにすること

〈電柱番号〉

番　号

ヒラノ　Ｊ５　Ｅ１１

ヒラノ　Ｊ５　Ｅ２２

ヒラノ　Ｊ５　Ｅ３３

ヒラノ　Ｊ５　Ｅ４４

ヒラノ　Ｊ７　Ｗ５５

ヒラノ　Ｊ７　Ｗ４６

ヒラノ　Ｊ６　Ｗ６７

ヒラノ　Ｊ６　Ｗ５８

ヒラノ　Ｊ６　Ｗ４９

ヒラノ　Ｊ６　Ｗ３１０

① ② ③ ④

⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨ ⑩

全体配置図 1/1000

・・・　今回工事建物（住棟）を示す（16～30棟）・・・　現場事務所を示す ・・・　関電柱

1/20a部断面図

場内GL

道路GL 2
0
0

150250200

3
0
0

キャスターゲート

段差解消スロープ

※工事用水道(仮設水道)、工事用電気とも、現場内のものは子メーター管理でも使用しないこと
　請負者にて引き込み、設置等すること

キャスターゲート新設



図面名称

工事名称

町営多奈川平野北住宅長寿命化改修工事（２期工事）
発行

作成

A1: 1/50

設計NO

縮尺

図面番号

A3: 1/100
浄化槽施設　 改修図　建具表　外部仕上表　

A 86

Ｄ

6

6

8

▽GL

浄化槽上屋　①

Ｃ

5
7
7
5

2
6
5
0

1
5
0

2
6
7
5

6
0
0

8
0
0

1
2
7
5

5
6
2
5

1
5
0

1
5
0

AG
1

SD
1

3150

1503000150

3300

2
7
5

1
1
5
0

8
0
0

9
5
0

4
0
0

2
4
0
0

2
0
0

350400

AG
1

Ｂ

Ａ

Ｄ

a a

平面図 1/50 屋根伏図 1/50

3300 450450

4200

4
5
0

6
6
7
5

5
7
7
5

4
5
0

Ａ Ｂ

6

▽GL

Ｃ

1 2 3

4

5

化粧目地W25

2
4
0
0

1
2
5
5
0

1
0
0

▽GL

150 3000 150 450
450

3300

3150

4200

1
2
5 2
5

▽1FL

1
0
0

断面図 1/50

a a-

記号

姿　図

個数

仕　上 見　込

金　物

ガラス

SD
1

1
9
0
0

800

丁番　ドアチェック　シリンダー本締錠

ラフワイヤー　6.8mm

１ヶ所

86

AW
1

付属部品一式

ラフワイヤー　6.8mm

70

AG
1

-　

-

70

１ヶ所 3ヶ所

　…　シーリング打替え範囲を示す
＜撤去＞・＜新設＞

備　考

7
5
0

800

▽1FL

4
0
0

400

　…　シーリング打替え範囲を示す
＜撤去＞・＜新設＞ ＜撤去＞・＜新設＞

1
1
5
0

1
5
0
0

(
8
0
0
)

扉・枠共＜撤去＞＜新設＞ アルマイト処理 アルマイト処理

立面図 1/50

1670

1
9
7
5

420 420

Ａ

Ⅾ

Ｃ

a

a

Ｂ

1740

2
3
3
5

屋根伏図 1/50

Ａ

▽GL

Ｂ

▽GL

Ｃ

▽GL

Ⅾ

▽GL

1
9
5
0

305

1
5
7

55

断面図 1/50

▽GL

100

1975

7
0

2
1
5
1

1
5
7

a a-

1,975

平面図 1/50
立面図 1/50

浄化槽上屋　②

SD
2

1ヶ所

▽1FL

＜撤去＞・＜新設＞

1
9
0
0

800

丁番　ドアチェック　シリンダー本締錠

86

SD
2

4

6

⑤

⑥

⑦

⑧

場 所

軒裏

屋根

軒先

腰

外壁

巾木

建具

③

①

②

④

防水モルタル金コテ押エ　ｔ25～50　(既設のまま存置)

防水モルタル金コテ押エ　ｔ25　(既設のまま存置)

コンクリート打放シノ上　リシン吹付

コンクリート打放シ(打増シｔ25)ノ上リシン吹付

防水モルタル金コテ押エ　ｔ25

防水モルタル金コテ押エ

スチール 見込 86 SOP  アルミ 見込 70 アルマイト処理　

既　設 下地処理など 改  修

【外部仕上表】

　…　シーリング打替え範囲を示す
＜撤去＞・＜新設＞

　…　シーリング打替え範囲を示す
＜撤去＞・＜新設＞

扉・枠共：錆び除去・下地調整の上、DP塗

片開キスチール額入腰ガラリ付ドア 引違イアルミサッシ 固定アルミガラリ 片開キスチールドア型式

改修記号

ひび割れ・浮き・欠損等、劣化部の改修 水洗いの上、塗膜防水

1

建具 スチール 見込 86 SOP  

5

7

7

7

7

7

1

ひび割れ・浮き・欠損等、劣化部の改修

ひび割れ・浮き・欠損等、劣化部の改修

ひび割れ・浮き・欠損等、劣化部の改修

ひび割れ・浮き・欠損等、劣化部の改修

ひび割れ・浮き・欠損等、劣化部の改修

扉・枠・沓ズリ：撤去　窓：シーリングのみ撤去

錆び除去の上、下地調整 DP塗　1級

扉：アルミドア新設

水洗いの上、トップコートのみ　

-

水洗いの上、トップコートのみ

水洗いの上、塗膜防水

PB

処理装置

設備盤

PB □200

パトランプ

水洗いの上、塗膜防水

窓：シーリングのみ打ち替え　MS-2

ケレンRB

ケレンRB

備　考

配置図 1/500

1400

7
5
0



図面名称

工事名称

町営多奈川平野北住宅長寿命化改修工事（２期工事）
発行

作成

A1: 1/50

設計NO

縮尺

図面番号

A3: 1/100
浄化槽施設　 劣化図　

A 87

Ｄ

▽GL

浄化槽上屋　①

Ｃ

5
7
7
5

2
6
5
0

1
5
0

2
6
7
5

6
0
0

8
0
0

1
2
7
5

5
6
2
5

1
5
0

1
5
0

AG
1

SD
1

3150

1503000150

3300

2
7
5

1
1
5
0

8
0
0

9
5
0

4
0
0

2
4
0
0

2
0
0

350400

AG
1

Ｂ

Ａ

Ｄ

a a

平面図 1/50 屋根伏図 1/50

3300 450450

4200

4
5
0

6
6
7
5

5
7
7
5

4
5
0

Ａ Ｂ

Ｃ

化粧目地W25

立面図 1/50

1670

1
9
7
5

420 420

Ａ

Ⅾ

Ｃ

a

a

Ｂ

1740

2
3
3
5

屋根伏図 1/50

Ａ

▽GL

Ｂ

▽GL

Ｃ

▽GL

Ⅾ

▽GL

平面図 1/50
立面図 1/50

浄化槽上屋　②

SD
2

1

2

3

4 5 6

1

番　号 長さ（m）

1 1.00

＜　クラック（巾0.5mm以上1.0mm未満）＞

0.70

0.50

0.70

0.50

0.50

2

3

4

5

6

＜　その他　＞

番　号

1

W x H x D（m）

穴 0.02 x 0.02 x 0.01

▽GL

凡　　例

その他1

1 クラック　（巾0.5㎜以上巾1.0mm未満）

処理装置

PB



図面名称

工事名称

町営多奈川平野北住宅長寿命化改修工事（２期工事）
発行

作成

A1: 1/100

設計NO

縮尺

図面番号

A3: 1/200
浄化槽施設敷地内 現況・撤去図  改修図

A 88

Ａ　ネットフェンス正面図 1/50

現況・撤去 改修

②

機械室

電気室

設備機器

＜ｃ部＞

機械室

電気室

設備機器

＜ｃ部＞

【新設】防草シート+砕石範囲

防草シート+砕石(4号)

【新設】蓋・枠

【撤去】キャスターゲート

1000

1
7
9
6
9

＜ｃ部＞ ＜ｂ部＞

＜ｂ部＞

＜ｂ部＞

＜ｂ部＞

2
0
0 場内GL

1/50a部　断面図 

150 1505
0

1
0
0

1320

2000

5
0

1
7
5
0

3
0
0

1
8
0
0

2
1
0
0

19.5

900

201000

6
0
0

□300

参　考

□180

4
5
0

2000@2000

道路GL
場内GL

□180

4
5
0

道路GL

2
0
0
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